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各大会におけるマッチオフィシャル(MO)並びに 

テクニカルデレゲート(TD)の任務と 

競技運営に関する事項 

2019年４月１日（公財）日本ハンドボール協会 競技・審判委員会 

 

【ＭＯ・ＴＤの任務】 

MO・TDとは、競技委員長のもと、競技役員として各試合に立ち会い、各試合を円滑に運営

するため、レフェリー、全ての競技役員、補助員と協力して、当該の試合を管理する責任者

です。各試合のレフェリーが判定した事実判定以外のすべての事項の責任は、MO・TD にあ

るので、競技規則書、レフェリーハンドブック、大会開催マニュアル及び毎年度発行されて

いる競技運営に関する通達に記されている事項を把握し、その任務にあたらなければなりま

せん。 

 

  １．一般的な事項 

① MO・TD 

各試合にその試合の責任者として MO・TD を配置します。 

MOは当該試合の責任者となるため、全体が把握できる記録席後方に位置します。コ

ートから見て左側から「タイムキーパーを担う TD」、「タイムキーパー」、中央に「公式

時計、退場者表示板操作のための開催地補助員」、「スコアキーパー」，「スコアキーパ

ーを担う TD」を配置します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、当該の試合に指名された MO・TD は、ストップウォッチ、及び笛、その他試

合に必要な物品を持って試合に臨まなければなりません。 

 

２．試合前 

① 競技場の点検 

試合開始前に会場、コート、ゴール、ゴールネット、キャッチネット、ボール、交

代地域のスペース、ベンチの長さ、ベンチの数、記録席関係備品等の有無、放送設

備、医務関係の準備状況を管理し、各種機器の動作具合の点検を管理します。 
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② ジャッジーズテーブル 

記録席はジャッジーズテーブルと（以下、記録席）と呼びます。 

③ 諸会議への出席 

大会の MO・TD に指名された役員は、情報収集を含めて各種決定事項の確認やレフ

ェリーとの共通理解を得るために審判会議、代表者会議に出席します。 

④ オフィシャルミーティングへの立会いと試合前の準備 

1)メンバーチェック 

各チームから受け取ったメンバー表と選手証、役員証を確認、ベンチ登録選手 16

名、役員 4名を確認します（※各大会の規定に従うこと）。 

2)メンバー表確認の後、次の試合の準備のため記録用紙記入者へメンバー表を渡

し、大会プログラムと照合しながら協会指定の公式記録用紙（手書きの場合には

ランニング記録用紙でも可）に記入するよう指示します。 

3)ユニホームの確認 

レフェリーとともにユニホーム確認を行います。コート上に 4色あるか、審判員

のウェアの色は何色かを確認します。 また、両チーム役員に相手側の CPのユニ

ホームと同系色の上着を着用しないように注意を促します。 

4)記録用紙へ正しくメンバーなどが記入されているか確認します。 

5)試合前の記録用紙にチーム責任者の確認サインが記入されているか確認します。 

6)ボールの空気圧が適切かどうかチーム責任者、レフェリーとチェックします。 

7)ABCDの役員カードを各チームに必要数配布し、記録用紙に記載の役員にそれぞれ

のカードを着用させます。 

8)タイムアウト申請用紙を配布する。①番と②番。 

※ハーフタイム中、前半に申請がなければ、①番を回収し、②番と③番を配布。 

前半に申請が 1回あれば、②番と③番を配布。 

前半に申請が 2回あれば、③番のみを配布。 

※登録された役員以外のトレーナーがいる場合は交代地域外の指定された場所に

当該者を着席させ、試合中には交代地域に立ち入らないこと、戦術の指示をし

ないなど、留意事項を説明しておきます。 

       MO・TDは試合開始前に上記の事柄など、交代地域規程に違反していないかを管理し、

違反があれば正されるまで試合を開始させてはなりません。 

⑤  試合前の打ち合わせ 

試合開始前に、レフェリー、記録席補助員との打ち合わせを綿密にしておきます。 

1）計測の開始、停止の合図 

2）得点の合図 

3）罰則の合図 

4）その他の事項（通信機器を用いた試合終了 10 秒前のカウントダウンの方法な

ど） 

 

３．試合中 

① スコアキーパーを担う TDはスコアが正しく記入されているか、電光掲示板と整合性

が取れているかなど確認しながら、座っている側の交代地域の管理を行います。 

得点の後には，得点したプレーヤーや必ず電光掲示板に加点されたかを、スコアキ

ーパーと声をかけ合い、確認します。得点かどうかはっきりしない場合は，遠慮なく

その時点でレフェリーに確認してください。必要であれば、笛を吹き、試合を中断さ

せてレフェリー、MOと確認してください。 
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② タイムキーパーを担う TDは公式計時（得点、時計）の動作が的確に行われている

か、退場タイマーの操作が正しく行われているかを確認しながら座っている側の交代

地域の管理を行います。また、テーブル全体の業務に気を配り、負傷者カードの作成 

や必要な場合は退場者カードの作成をします。 

試合時間の管理・決定はレフェリーが行いますが、

MO・TD の任務としても、不測の事態に備え、別途に手元

にストップウォッチと笛を必ず携帯し、試合時間を計測

します。 

③ 前半終了後のハーフタイム開始時や延長戦前の休憩時

間には MO・TDは正しく時間表示等がなされているかを確

認します。また、後半が正確な時間に競技が始められる

ように管理しておかなくてはなりません。 

ハーフタイム終了3分前にチームがまだコート上に来ていない場合は、呼びに行きま

す。終了1分前には公示時計を止め、後半の試合時間を設定するようにします。 

競技時間の設定では、前後半の競技時間はカウントアップ、ハーフタイムはカウン

トダウンとしてください。試合時間、ハーフタイムはそれぞれの大会規定によります。 

④ チームタイムアウトの請求はそれぞれ着席している側の TDが受け付けます。机の上

に置かれたのち（手で受け取ってもよいです）、立ち上がって、カードを高くかざし、

一方の手でタイムアウトを請求したチームを指示し、笛または、ブザーでレフェリー

に知らせます。レフェリーがタイムアウトのジェスチャーの後から 50秒を測り始めま

す。50秒経ったら笛、またはブザーでタイムアウト終了をレフェリーに知らせます。

その後、チームが速やかに競技を始めるように促します。 

チーム役員はグリーンカードを提出する際には、コーチングゾーンを越えてタイミ

ングを計ることは許されないので、ゾーンを越えて立ち止まりしばらくグリーンカー

ドを出さない状態の時は、受け取らないことができます。 

⑤ 交代地域の管理権限とレフェリーへの通知 

交代地域の管理、不正交代等の管理業務は、TDは2名同格、同責任です。試合開始

までの準備を的確に行い、試合中は交代地域規程を遵守させ、特にスポーツマンシッ

プに反する行為の管理を行うことも重要です。 

試合途中、MO・TD は交代地域において違反があれば、レフェリーに知らせ、レフェ

リーが罰則を下します。MO・TD 以外の補助役員が違反に気がついたときは、次の中断

の時にレフェリーに知らせ、レフェリーが罰則を下します。 

MO・TD 自らが プレーヤー、チーム役員に罰則を直接下すことはできないので、交

代地域内でのスポーツマンシップに反する行為に対しては、まず当該者のそばに行き

注意をします。注意をしたにもかかわらず是正されない時は、レフェリーに合図し、

レフェリーから罰則を適用するように促してください。また、必ずしも注意が必要と

は限らない状況もあり得るので、留意してください。 

・荷物はベンチの後ろに置いてあるか。ボールが収納されているか。 

・登録者以外が交代地域に立ち入っていないか。 

・2名以上が立ち上がってチームに指示を出していないか。 

・交代地域での選手・役員の暴言、暴力行為はないか。 

・コーチングゾーンの管理、タイムアウト申請時以外にむやみにゾーンを離れてい

ないか。 

・ジャッジに対するクレーム、審判員への暴言はないか。 

・コートプレーヤーと交代したゴールキーパーがベンチに着席しているか（交代地

域に立ったままで待つことは許されない）。 

⑥ 交代地域でのウォーミングアップ 

交代地域の後ろ側でのボールを使わない状態でのウォーミングアップは許されま
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す。しかし、アップを中断するようであれば、座るように指示してください。ウォー

ミングアップ中にコート内に向かって指示を出すようなとき、試合の判定に反応して

大きな声もしくはジェスチャーをしたときは、ウォーミングアップを中断したと見な

し、直ちに座るよう指示してください。指示に従わない場合はスポーツマンシップに

反する行為として、レフェリーを呼び、罰則を適用するように促してください。 

⑦ チームタイムアウト請求カードの回収 

後半の残り 5分を過ぎた時点で、T②カードで後半のチームタイムアウト請求を行っ

ていない場合には、T③のカードを回収します。 

⑧ 負傷治療した選手の管理 

競技中、特別な場合を除き、負傷によりレフェリーの指示でチーム役員が入場した

ときは、当該プレーヤーは治療の有無にかかわらず、その後自チームが 3回の攻撃を

終了するまでコートに戻ることはできません。TD はその記録席テーブル上に、3回の

攻撃を示すカードを示し 3回を計測します。1回の攻撃についての考え方は、パッシブ

プレーの際の考え方と同じです。その間、チームタイムアウトが申請された場合でも

その攻撃回数は継続されます。 

3回の攻撃が終了するまでに、交代して入場した場合は、不正入場となるので、通常

の不正入場時の対応をしてください。 

⑨ 不正交代 

不正交代、不正入場その他交代地域の違反が確認されたとき、即座に笛を吹き、競

技を中断させ、レフェリーに知らせてください。不正入場でプレーヤーが余計にコー

トの入った場合、複数である場合は常に最初に入ったプレーヤーを退場とします。プ

レーヤーが特定できない場合は、チーム責任者に違反したプレーヤーを指名させてく

ださい。チーム責任者が指名を拒否した場合は、MO・TD がコート上にいるプレーヤー

から 1名を指名します。ただし、7人攻撃のような、交代のゴールキーパーがコート外

にいる時にはその交代のゴールキーパーを指名することはできません。 

⑩ 競技終了の 30秒間の管理 

競技規則 8:5、8:6、8:10（c）及び（d）の対応について、時間管理とレフェリーへ

の支援を行う。 

また、前半終了間際のプレーに注意を払う。特に、終了直前のシュートが得点とな

るかならないかの最終判断はレフェリーがするが、MO・TD はレフェリーに適切に助

言・勧告をします。 

⑪ ベンチ以外からの指示への対応 

観客席からの声を本来の位置で聞いていることに対しては制限しなくてよいが、観

客席等の場所に移動して指示を受ける行為はやめさせなければなりません。注意した

にもかかわらず継続すればスポーツマンシップに反する行為として当該プレーヤーや

役員に罰則を与えてください。 

⑫ レフェリーへの助言 

判定上の問題が生じたとき、適切な助言・勧告を行うことはできるが、事実判定に

ついては、レフェリーの最終判断であるため、判定を覆したり、異論をはさんだりし

てはいけません。 

⑬ 試合続行 

試合中止の判断はレフェリーおよび MO・TD にあります。続行のために適切な助

言・勧告をレフェリーに行ってください。 

⑭ 失格者の管理 

TDは失格となったプレーヤーを速やかに交代地域、競技場から退出したかどうか、

または失格者席に着席したかどうかを管理します。競技場から退出させるとは、競技

に影響のない場所に移動させるということです。失格となったプレーヤー・チーム役
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員は直ちにコートや交代地域から立ち去らなければならず、その試合に出場、参加し

ているチーム関係者といかなる接触もしてはなりません。失格となったプレーヤーが

コート内に入った場合などさらなる違反が認められた時は、コート上のプレーヤーを

減らすことはせず、報告書を作成します。 

 

⑮  退場者の管理 

電光表示や紙媒体で 2分間や入場時間、退場プレーヤーの番号が表示されているか

など退場時間を管理します。また、退場となったプレーヤーを、ベンチに座らせるよ

う管理します。 

退場時間が経過し、入場する際の判断は、チーム、プレーヤーの責任によるので記

録席から入場許可の合図をすることはなく、また、入場許可を求められても回答する 

必要はありません。 

⑯ タイムアウト 

必要があれば、笛の合図にあわせて、タイムキーパーが計時装置の時間を止めま

す。この笛の合図は MO・TDだけでなく、記録席補助員も行うことができます。時計を

止めた状況及び再開方法について、レフェリーに助言します。 

⑰ 通信機器 

レフェリー、MO・TD、競技役員は通信機器を使用することができます。通信の内容

は競技運営上の情報です。TDからは事実判定に関する指摘をしてはなりません。ただ

し、MO・TD はレフェリーの死角で起こった失格相当の重大な違反行為に対しては助言

することができます。 

⑱ トラブル対応 

試合中、コート内外を問わず各種トラブルが起きた場合、MO・TD はレフェリーと協

力してトラブルを早期に解決しなければなりません。この行動、対処は速やかに、し

かも迅速に行わなければなりません。また、特異な状況で試合が中断した場合、MO・

TD が観客に対して理由を説明することが望ましい。処理・対応に時間がかかるとき

は、その旨を会場アナウンサーから説明するように促します。 

 

４．試合後 

① 公式記録用紙の照合、全後半の得点、罰則の記録などの確認を行い、間違い、記入

漏れがなければ署名する（タイムキーパー、スコアラーにもフルネームで署名させ

る）。 

② タイムアウト申請カードの回収 

③ ＡＢＣＤの役員カードの回収 

④ 記録用紙を本部へ 

⑤ 複写式の記録用紙は各チームに 1枚ずつ渡す。 

 

５．最後に 

マッチバイザー制度の発足とともに、MO・TD制度においても、当該の試合を二人のレフ

ェリーとともに任されたのが MO・TDであり、その試合を円滑に運営し、成立させる責務

を負っています。レフェリー、タイムキーパー、スコアラーまた、チーム役員、選手と協

力しあい、素晴らしいゲームが展開できるようお願いいたします。 

 

 

（公財）日本ハンドボール協会 競技・審判委員会 
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【競技運営に関する事項】 
 

この競技運営に関する事項はマッチオフィシャル（MO）・テクニカルデレゲート（TD）の任務を

遂行するための、競技運営に関連事項を記載してします。日本ハンドボール協会（以下、本協会）

主催、共催大会、加盟団体の主催の全日本大会においては実施、ブロック大会、都道府県大会にお

いては推奨するものとして、各大会において基準として採用し、適切な競技運営を行ってくださ

い。 

 

競技運営について 

    各大会、各試合は、2019 年度本協会競技規則及び最新の競技規則によって行う。 

１．会場設営と確認 

① コート 

競技会場は、正規コート（40ｍ×20ｍ）を使用する。競技規則に定められた通りとする

が、教育機関の大会など正規のコートの長さが確保できない場合、その大会の規則に従

う。小学生など、年齢や競技場確保の面で正規の大きさを確保できない場合には、その状

況に応じて実施する。 

② 安全地帯 

コート設置の場合、アウターゴールラインから 2m、サイドラインからは 1m の安全地帯

を確保しなければならない。止むを得なく確保できない場合には、緩衝材（マット）など

を配置し、安全確保に努めなければならない。 

記録席前面はサイドラインから 50cm 以上 離し、ベンチは 1m 以上 離してセッティン

グする。50cm および 1m はスペースに限りがある場合の最低条件です。それより広いスペ

ースが確保できる場合は最大 2m まで広げることができる。 

③ ゴール 

ゴールは床に固定しておかなければならない。止むを得ず固定できない場合には、固定

用重り、マットや砂袋、両面テープなどでゴールが倒れないような処置を必ず施すこと。 

④ ゴールネットとキャッチネット 

ゴールネットは内張とし、サイドネット、ネット下部からシュートしたボールが抜け出

ないように紐で固定する。跳ね返り防止のためにキャッチネットも張る。キャッチネット

上部が垂れ下がること、途中で紐が切れること、下部も床につきたるみがつかないように

調整するなど機能が保たれるよう注意すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ ベンチ 

ベンチは単独イスの場合には 16 脚を（可能な限り結束バンドなどで固定して）設置す

る。 

⑥ コーチングゾーン 

交代地域にコーチングゾーンを設定する。サイドラインから 50cm 離してサイドライン

に対して垂直に 50cm の長さで 2 本引く（サイドラインと異なる色でも構わない）。1 本

はセンターラインから 3.5m の位置に、もう 1 本はセンターラインから12m のところに引

く。その間をコーチングゾーンという。 
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⑦ 記録席（ジャッジーズテーブル） 

記録席には補助員の業務を簡素化することから最大 4 名が座れるスペースを確保する。

記録席後方に MO 席を 設け、その横に競技役員席を設ける。 

⑧ 大会役員席 

主要な国際大会では、記録席後方は大会競技役員の席（サポートテーブル）となる。 コ

ートから見て右側に国際連盟競技役員が座り、左側にテクニカル役員、主管国協会競技役

員が座る。 

本協会の大会でも壇の設置は別にして、記録席後方に競技役員席を設置する。その他、

会場の規模、規格などに応じて対応する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．競技実施関係（準備物や諸会議） 

① 競技時間 

競技時間は競技規則に従う。大会で定めたものであればそれに従う。競技時間の計測

は、加算式の電光表示板を使用する。電光表示板がない場合は、記録席の上にコート内か

ら見える卓上時計を用意する。卓上時計がない場合は、ストップウォッチを用いる。電光

表示板が機能しなくなったときは、可能な限り、用紙等による時間掲示をし、チーム関係

者、観客に競技時間の経過が分かるよう配慮する。 

② ハーフタイム 

ハーフタイムは 15 分以内とするが、各大会で時間を定める。電光掲示板を使用しての

ハーフタイムの計測は減算式を推奨する。ハーフタイムのコートの使用は、国内では原則

として次の試合のチームの練習に使用できるものとする。 

③ 得点・時間表示 

電光掲示板によるチーム名表示は、スコア―シートに記載の左側をＡ、右側をＢとし、

Ａチームを得点表示でも左側に表示、右側にはＢチームを記載する。これはトーナメント

表では左側のチーム、リーグ戦の対戦表でも左側に記載のチームがＡとなる。したがっ

て、スコア表のＡＢが前半後半で変わらないので、得点掲示板などの表記も左右の表示を

変える必要がない。 

※ 4 面表示をおこなったりすると、観客にもより見やすい環境となるので、対応して欲

しい。 
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※ 対角でなく、中央に設置せざるを得ない場合は、混乱を招かないよう、チーム表記を

明確に示す事。 

④ 松脂の使用 

特に禁止されていない場合、指・手のひらに松ヤニを付けて競技してよい。ただし、松

ヤニが許可されている大会でも、チームの責任において、コートから離れたとき、会場内

の廊下、更衣室を含め、その他の施設に松ヤニがつかないよう対応する。 

また、大会や会場の使用条件によっては、松ヤニそのものの使用を禁止することや、靴

に松ヤニをつけることを禁止することができるものとする。 

⑤ 医務 

コート脇に担架を用意する。合わせて車いすを併せて用意し、状況に応じて対応する。

また、迅速に対応できるように、場所、担当者を決めておき、使い方も周知しておくこ

と。 

⑥ 選手登録 

プレーヤー、チーム役員の登録方法、期限、変更方法については各大会で定める。申込

期日を過ぎたプレーヤーの登録は認められないことやチーム役員の登録は随時できること

など、各大会の要項に定めたとおりで実施すること。 

また、大会によって、プレーヤー変更は代表者会議開始前までに届け出ることなど決ま

りがあるが、届出書には理由の記載や、証明書の提出を問うべきではない。ただし、国体

は日本体育協会の規定通り従来通りとし、国体要項に従う。 

⑦ ユニホーム 

1) 大会で使用するユニホームは、2 種類以上用意することとする。 1 種類は明るい色

（淡色）の上下セット、もう 1 種類は濃い色（濃色）の上下セットとし、また、同

系色でないこと。本協会競技本部として、白一色のユニホームを用意することを推奨

する。ゴールキーパー（以下 GK という）の色は上記 2 種類以外の色を用意する。

以上、CP・GK と 4 色のユニホームをそろえることとなる。 

2) 同じチームのゴールキーパーのシャツの色は、同色でなければならない。ビブス（ベ

スト）を着用する場合は、登録された（同色）でなければならない。その場合、登録

された同じ番号でなければならない。登録されたゴールキーパーと同色の、穴あきの

ユニホーム（ビブス）を着用することは許される。ユニホームの色が同じであれば、

形にはこだわらないということである。 

3) 番号はユニホームにきちんとつけておかなければならない。また番号が明確読み取れ

るように配色、数字の大きさ、太さも配慮する。背番号がとれそうな状態でのプレー

は禁止する。ピンやテーピングで止めることは許されない。正されるまで競技に出場

できない。確認、出場の許可は MO・TD が行う。 

4) ユニホームの広告に関しては、掲載、経費は現状、各団体で定める。国体では広告を

つけたユニホームを着用することは許されていない。また国体規定に定めたものに限

る。 

5) 代表者会議でユニホームの確認、承認をおこなうことがある。また、当該の試合で着

用するユニホームはゲーム前のオフィシャルミーティングでレフェリー・TD立会い

の下で決定される。第 1 試合は試合開始 30 分前、第 2試合以降は、前の試合の前

半終了直後に記録席前で行う。その試合に着用する全ての種類のユニホームを持参す

る。調整がつかない場合は、IHF ルールと同様に、チーム番号の大きいチームが変更

する。 

6) チームはユニホームとして、シャツ・パンツ、そしてソックスの色を統一すること。

なお、ソックスは色が揃っていればよく、メーカーのロゴなどは問わない。また、ユ

ニホームの規格は以下に示した通りとする。 

7) 試合中、ユニホームが破損し、競技を続行できないと判断されるときは、別のユニホ

ームに着替えなければならない。その場合、番号は異なってもかまわない。交代地域

にいるその他のプレーヤーのユニホームと交換することも許される。 
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⑧  代表者会議 

各チームは、各大会で指名された代表者（監督や主将）は代表者会議に出席しなければ

ならない。会議において、大会実施の諸条項の確認などを行い、大会の円滑な運営に役

員、チームとも協力しなければならない。また、その大会で着用するすべての種類のユニ

ホームを持参し、代表者会議で確認することが望ましいが、原則は各試合のオフィシャル

ミーティングでレフェリー、 MO・TD が立会いの下に確認する。 

⑨ ゲームエントリー 

代表者会議で決定したチーム役員、プレーヤーのみが競技に参加、出場することができ

る。各試合の出場プレーヤー、参加チーム役員数は競技規則に定められた通りとするが、

加盟団体が別に定めたときは、その規則に従う。 

⑩ オフィシャルミーティング 

トスは、試合開始前、記録席前で行う。国内での第１試合のトスは、概ね試合開始 30 

分前とし、第２試合以降は、前の試合の前半終了直後に行う。トスには、チームを代表す

るプレーヤー、もしくはチーム役員が立ち会う。トスは競技開始前にレフェリーが行う

が、MO・TD は立会い、問題が生じたときには MO・TD が助言・勧告する。 

⑪ メンバー表の提出 

チームはメンバー表を毎試合ごとに提出しなければならない。大会本部が用意して 配布

し、毎試合提出することも可能である。スコアラー補助員は提出されたメンバー表をもと

に、公式記録用紙に転記する。MO・TD は公式記録用紙にプレーヤー、チーム役員、その他

の記入事項が正しく記入されたかを管理する。 

⑫ 背番号 

背番号は、国体以外は 1 から 99 までとする。国体での背番号は、1 から 12 とする。 

⑬ ボール 

空気圧の数値は各試合の前に、MO・TD、レフェリー、チーム役員の協議によって決定す

る。適正なボールの機能が発揮できる空気圧とする。 

⑭ 選手証 

メンバー表とともに登録証は、各試合前に各チーム代表者がレフェリー、MO・TD に提出

する。第１試合の提出は、試合開始 30 分前（IHF ルールでは 1 時間前）のトスの時と

し、第２試合以降は、前の試合の前半終了直後に提出する。 

プレーヤー・チーム役員は、各試合に登録証を提出しなければ、試合に参加、出場する

ことはできない。 

試合終了後、レフェリーもしくは MO・TD は、両チーム代表者に登録証を返却する。裁

定委員会に提訴されるプレーヤー、チーム役員がいる場合は、当該者の登録証はその場で

返却せず、裁定委員会終了後、裁定委員会の処置に従い返却する。また、ドーピングコン

トロール検査対象者に選出されたときは、ドーピングコントロール班の係員に渡す。検査

終了後に返却される。 

⑮ チーム役員の服装 

交代地域にいるチーム役員は、スポーツウェアか平服をきちんと着用していなければな

らない。また、相手チームのコートプレーヤーと、はっきり区別できる服でなければなら

ない。 

試合開始前のトスの段階で相手チームのコートプレーヤーのユニホームの色を確認し、

重複しないよう配慮すること。止むを得ずプレーヤーのユニホームの色と同じ場合、レフ

ェリー、MO・TD は、チーム役員に色の異なる上着の着用を指示する。正さなければ交代地

域に留まることは許されない。 
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⑯ 身に着けられるもの（保護を目的とした装具） 

サイクリングパンツ、アームスリーブ、アンダーシャツ、コンプレッションソックスな

ど従前に定められていた「身に付けられるもの」については、別紙の「2019ＪＨＡ保護を

目的とした装具」記載している取り扱いとする。また、大会ごとに、遵守しなければなら

ない事柄、注意事項として事前に参加チームに通知しておくことが望ましい。 

⑰ 役員カード 

試合に参加するチーム役員に、A から D の首から吊すカードを渡す。試合中、チーム役

員に常に着用させておかなければならない。ハーフタイム中もつけておかなければならな

い。 

カード A をチーム責任者とする。カード A をつけているチーム役員がいなければ、責

任者として認められている行動はできない。国体は監督がカード A をつける。IHF 規則で

は、プレーヤーとチーム役員の兼任は認められていないが、国内では兼任を認める。兼任

プレーヤーが交代地域にいる時間が長いときは、ABCD カードを首からぶら下げていなけれ

ばならない。試合に出場する場合はカードを交代地域においておかなければならない。 

⑱ 記録用紙 

IHF が制定した公式記録用紙に準じ、平成 28 年度から改正した公式記録用紙を使用す

る。ただし、国内の競技会において、手書きの場合には、従来のランニングスコアーを公

式記録用紙として使用することができる。公式記録用紙はジャッジーズテーブルで記載

し、電算システムや記録補助としてのランニングスコアーは記録席後方の競技役員席で記

録する。 協会ホームページに掲載している PC を利用した公式記録用紙・ランニングスコ

アーシステムをダウンロードして利用することを推奨する。 

⑲ ＴＤの配置 

全日本大会の MO・TD は大会ごとに指名してプログラムに掲載していること。また、全

国大会だけでなく、ブロック大会、都道府県大会、地区大会でも MO・TD を配置して実施

することが望ましい。 

競技会の種別に限らず、MO は競技規則、競技運営に精通し、責任を持って試合管理に当

たることができる者、TD は記録席の補佐、交代地域の管理などを行うことができ、補助員

とともに試合の運営にあたる能力があるものとする。 

⑳ オフィシャルの服装など 

MO・TD の服装は、できるだけ MO・TD として統一した服装とする。ブレザーにネクタイ

着用もしくはスポーツウェアを着用する。 

 

３．試合前（セレモニーや確認） 

① 記録用紙の確認 

試合開始 10 分前に、各チームの責任者が公式記録用紙に転記されたプレーヤー、チー

ム役員の記入が正しいものであるかを確認し、確認の署名をする。チーム役員が、A から 

D の区分で記入されているかを確認する。最終的に、誤記載、記入漏れの責任は、確認を

怠ったチーム責任者にある。 

試合開始前に負傷したプレーヤーが出た場合、試合開始10分前までは交代することがで

きる。ただし、大会にエントリーしているプレーヤーでなければ、交代はできない。 

② アナウンス 

延長戦を実施したこと等により定刻の試合開始時間に開始できないときは、試合開始ま
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での時間は各大会によって決める。試合開始予定時間を各チーム、観客に知らせる。 

③ 選手紹介 

選手紹介では、プレーヤー、チーム役員のみならず、レフェリー、MO・TD など関係者は

全員紹介すること。 

④ セレモニー 

試合前の入場は原則レフェリーの先導で行う。センターラインに平行に並ぶ場合もレフ

ェリーが先導する。原則として挨拶は、コート中央にサイドラインと平行に横一列に並

び、観客、ベンチに対して礼をして始める。プレーヤーの紹介を行う場合にはベンチか

ら、あるいはコート外から入場する方式を取り入れるなど、各大会で工夫して行う。 

また、試合開始の挨拶時、MO・TD を含めて記録席補助員、モップ係も起立し、挨拶をす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 登録者の確認 

各チームは、その大会に出場するプレーヤー、参加するチーム役員の登録証を持参し、

試合ごとに MO・TD が確認する。 

レフェリーと MO・TD は、試合開始前までに、登録証によってチーム役員とプレーヤー

の照合を行う。場内放送でプレーヤー紹介がある時は、その際に MO・TD が照合する。 

 

４．試合中 

（記録、得点、交代地域、タイムアウト、段階罰、負傷退場、延長戦、７ＭＴＣなど） 

① 記録・得点 

試合途中のレフェリーの各種の合図に対しては、記録席補助員が対応する。レフェリー

が得点の合図をした時、手を高く上げ、確認の合図をする。レフェリーがプレーヤーに警

告を与えるためにそのプレーヤーを指し示した時に、番号を特定できた場合には、記録補

助員はイエローカードを高く上げて合図する。番号がわからなければ、イエローカードは

上げない。退場、失格も前述の要領で対応する。退場の場合、再開の合図の際、タイムキ

ーパーは退場を意味する 2 本指を用いて合図する。以上の点は、試合開始前に、レフェリ

ーと打ち合わせをしておく。これらの業務は記録席補助員（記録員）の業務である。TD は

行わず、指示、支援する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 公式記録用紙の取り扱い 

公式記録用紙（ランニングスコア公式記録用紙も含む）は主催者用として大会本部に提

出する。2 枚目は日本協会提出用として大会本部に提出する。3 枚目、4 枚目は 各チーム

に 1 部ずつ配布する。記録用紙が速やかにチームに配布できるよう、大会本部に提出でき
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るよう管理する。各チームには公式記録用紙とランニングスコアーと 2種類渡す。 

すべての事項が記入され、MO・TD が最終確認をした後、MO・TD が署名する。 

③ 交代地域（規程と管理） 

    チーム役員もプレーヤーも次のことは許されない。 

・ レフェリーや MO、TD、 タイムキーパー、 スコアラー、 プレーヤー、 チーム役

員、 観衆を挑発、 抗議、 その他のスポーツマンシップに反する方法（言葉、 表

情、 身振り手振り）で妨害または侮辱すること。 

スポーツマンシップに反する行為には、判定に対する不満を表すジェスチャーをし

たり、大声を出す、相手チームのみならず自チームのプレーヤーに悪態雑言を浴び

せる、観客に対して不満の表現をしたり、大会・競技役員を含めて観客に不当な表

現を用いたりすることを含む。 

・ 競技に影響を与えるために、交代地域を離れること 

プレーヤーやチーム役員は、原則として自チームの交代地域に留まるものとする。

しかし、チーム役員が交代地域を離れ別の場所へ移動したときは、チームを指揮し

管理する権限を失う。その権限を再び得るためには、交代地域に戻らなければなら

ない。 

・ 交代・入場を意図しないコート内への立ち入りは不正入場ではない。たとえば、プ

レーヤーが水分補給やタオル使用のために交代エリアラインを通らず交代地域に戻

ったとしても、罰則の適用はない。ただし、水分補給できるのは、自分のチームの

交代地域だけである。相手チームの松やにを使用したり、水分補給をするためにコ

ート外にでることは、コートの不正使用となり違反行為である。加えて退場の判定

の際、交代エリアラインを通らず、潔く交代地域に戻った場合は罰則を付加しな

い。 

・ チーム役員は原則として座っていなければならない。ただし、原則としてチーム役

員 1 名のみが戦術的な指示を出すことや、治療を目的としてコーチングゾーンの範

囲内で動くことが許される。 

・ 試合中、許可した者を除き、いかなる者でも交代地域に出入りさせてはならない。 

・ 試合中、交代地域にスペースがあれば、その地域内での短時間のウォーミングアッ

プは許される。しかし、交代地域内でボールを持つこと、触ることも許されない。

また、ウォーミングアップを中断するようであれば、ベンチに座らなければならな

い。ウォーミングアップ中にコート内に向かって指示を出したり、試合の判定に反

応して大きな声もしくはジェスチャーをすることは許されない。ウォーミングアッ

プを中断したと見なされ、その後ウォーミングアップを再開したとしても直ちに座

るよう TD から指示される。指示に従わない場合はスポーツマンシップに反する行

為として、罰則が適用される。 

・ コートプレーヤーと交代したゴールキーパーはベンチに着席していなければならな

い（交代後、交代地域に立ったままで待つことは許されない）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 交代地域で使用できるもの 

交代地域では、チーム役員、プレーヤーのあらゆる通信機器の使用を禁止する。iPad の

ような記録分析用の使用も現時点での使用を禁止する。 

交代地域では、メガホンの使用を禁止する。また、全国大会、ブロック大会を除き、都

道府県大会、地区大会のように、チームにスタッフが少ない場合、競技に影響ない範囲
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で、交代地域でビデオ、写真撮影を許可してよい。 

⑤ チーム役員 

試合開始後遅れてきたプレーヤー、チーム役員は、MO・TD が承認することにより、試合

に出場、参加できる。承認されるためには、出場、参加資格があり、事前に提出されたメ

ンバー表に記入された者でなければならない。 

記録用紙に記載されていないプレーヤーや、参加資格のないプレーヤーが競技に出場し

た場合、当該プレーヤー及びチーム責任者に、レフェリーが罰則を適用する。 

プレーヤーとチーム役員が兼任の場合、罰則は個人に適用するものとする。コート上で

の罰則はプレーヤーに、交代地域でカードを着用しているときはチーム役員に記録する。

ただし、プレーヤーで適用され、あるいはチーム役員で適用された場合であっても、個人

として警告を 2 回適用することはできないことから、繰り返しの違反は 2 分間の退場と

なる。 

⑥ 異議申し立て 

試合中、事実判定を除いた異議申し立てがある場合には、役員カード A を付けたチーム

役員が MO・TD に問い合わせ、MO・TD は真摯に対応し適切に判断する。必要があれば競技

委員長、大会委員長と協議し、適切な競技運営を遂行する。 

試合終了後、チーム責任者を通じて行われる事実判定以外の口頭による異議申し立ての

時間を試合終了後 1 時間以内とし、2 時間以内に納付金 5 万円を添えて文書で提訴す

る。正式な手続きを経て裁定委員会を開催し、協議する。 

⑦ 明らかな得点、得点の取り消し、退場者の得点 

たとえば速攻のような場合、両レフェリーが、違反の事実を見ることができないような

状況になった場合、MO・TD は得点後に、レフェリーに失格相当の違反の事実を知らせ、罰

則を適用するよう指示する。 

得点に関わることについて、その場で異論が出るような場合、慎重に対応するべきであ

る。次のスローオフが吹かれた場合、得点は取り消すことができないことから、レフェリ

ーは短時間で適切かつ公正な判断を下すべきである。MO・TD は決定のために支援しなけれ

ばならない。最終的には、事実判定であることからレフェリーが結論を出し、レフェリー

が責任を負うこととなる。 

試合中に退場しなければならないプレーヤーが何らかの理由によって退場せずに試合に

出場し続けたことが判明した場合、その時点から退場を適用する。出場したことに対する

責任はレフェリー、MO・TD にあり、プレーヤーにそれ以上の罰則の適用はしない。事実が

判明する間にそのプレーヤーが得点をあげた場合は、その間のすべての記録を認める。退

場が判定され、出場し続け得点をしたが、次のスローオフまでに事実が判明した場合、得

点を認めずその時点から当該プレーヤーを退場とする。 

⑧ チームタイムアウト 

グリーンカードは 3 枚準備する。それぞれのカードには ①、②、③ と番号をつけ、明

確にしておく。前後半に最高 2 回までしか請求できないことから、前半には ① と ② の

番号がついてあるカードを配布する。前半 1 回も使用していないチームからは、① のカ

ードを回収する。また前半に 2 回使用したチームには、③ のカードのみを配布する。本

来使用しなければならないカード番号でなくても、申請は認められる。チームタイムアウ

ト終了後、正しいカード番号に戻す。試合後半残り 5 分間は、1 回しか請求できない。後

半 25 分を経過し、2 枚のカードがある場合は、番号の大きいカードを回収し、1 枚だけ

残す。残り 5 分の誤った 2 回の請求をさせないためにも、回収を怠りなく行う。 

コーチングゾーンを越えて記録席近くでグーンカードを出したり引っ込めたりするよう

な状態の時は、スポーツマンシップに反する行為としてレフェリーを呼び、罰則を適用す

るよう指示する。グリーンカードは、チームアウトを請求するときにのみ持つこと。置い

ておくことが原則ではあるが、状況を見計らうことはあり得るので、コーチングゾーン内

で短時間持っていたり、出すタイミングを計ることは認めなければならない。 

プレーヤー兼任のチーム役員がカードを提出する場合、ABCD カードを首からぶら下げる

か、手に持っていなければならない。チーム役員登録をしていないプレーヤーはグリーン
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カードを提出する権利がなく、受け取ってはならない。したがって、その試合にチーム役

員が不在の時はチームタイムアウトの請求はできない。 

⑨ 負傷したプレーヤー 

プレーヤーが負傷して救護が必要な場合、レフェリーの指示に従ってプレーヤー、チー

ム役員を含めて関係者が 2 名コート内に入ることが許される。また、試合再開をスムーズ

にするために、MO・TD またはレフェリーの指示によって、交代するプレーヤーを予めコー

ト内に入れることができる。 

⑩ 出血 

試合中、出血して血がユニホームに付着し拭き取れない場合は、ユニホームを交換しな

ければならない。その場合、番号は異なってもかまわない。競技中に外傷等が発生した場

合、出血を認める場合はコート内に留まることは許されない。レフェリーが交代地域に戻

ることを指示する。レフェリーが出血等に気がつかないときは、MO・TD が笛の合図でレフ

ェリーに知らせる。止血の確認がなされた後、競技参加が可能となる。骨折、脱臼といっ

た整形外科的外傷、脳震盪、心臓震盪、その他競技に出場することでプレーヤーの健康が

明らかに阻害されると判断できる場合は、医師、専門家の判断を参考にして、チームの判

断で出場の可否を決定する。ただし、誰が見ても明らかに競技することが適切でないと判

断される場合は、競技に参加させることはできない。 

モップ係は、プレーヤー等が出血し、その血がコート上についたときは、感染予防のた

め、通常のモップ、雑巾で拭いてはならない。モップ係または専任係は、直接血に触れな

いように、ゴム手袋を着用しなければならない。一度使用したゴム手袋、雑巾はその都度

廃棄のための袋に入れ、感染予防の処置をした後、医療用廃棄物として廃棄しなければな

らない。 

⑪ 通信機器の利用 

競技中の競技役員の通信機器の利用を積極的に推進する。審判 2 名と TD 1 名の 3 台 

1 セットが最小単位である。余裕があればもう 1 名の TD および MOが使用する。 

本協会競技委員長、本協会競技・審判委員長は競技運営を円滑に推進するため、また、

レフェリー支援のため、記録席または別の場所から通信機器を用い、レフェリー及び MO・

TD に各種の助言、指示をすることができる。 

⑫ 試合終了３０秒前 

試合終了間際 30 秒の失格、報告書付きの失格およびスポーツマンシップに反する行為

が起きた場合は、競技再開は全て 7m スローとなる。終了間際とは正規の競技時間だけで

はなく延長戦も含む。 

⑬ 競技終了の合図 

ブザー、または笛で行う。音が適切に競技者、観客に分かるよう管理する。 

⑭ 試合終了後の挨拶    

試合終了後はコート中央でサイドラインと平行に並び、ベンチ、観客がいれば反対側に

挨拶をする。その後、すれ違いながら握手またはハイタッチをする。観客の有無を問わ

ず、相手チーム役員もいることから国内でも積極的に実行する。 

⑮ 最後の一投 

いわゆる「最後の一投」を行う際、負傷したあるいは負傷を訴えた GK 以外の防御側の

選手の交代は、許されない。また、攻撃側の最後の一投をするプレーヤーは、直ちにその

位置に着かなければならない。 

⑯ 延長戦 

延長戦の実施については、各大会で定める。正規の後半戦を終了した段階で、同点で勝

敗が決しない場合は、延長戦を行う。第 1 延長戦を行ってもなお同点で勝敗が決しない場

合は、第 2 延長戦を行う。 

・ レフェリーがトスを行う。 

・ 延長戦開始までの休憩時間は 5 分とする 

・ 延長戦のハーフタイムは 1 分間である。休憩後に円滑に試合が始められるよう、審
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判員と協力して対応する。 

⑰ ７メートルスローコンテスト 

延長戦を行い同点の場合は、7mTC により勝敗を決する。7mTC は次の要領で実施する。 

原則は 5 名で行う。後半試合終了後、7mTC を行うプレーヤーのリストをレフェリーに

提出する。大会によっては 3 名で行っても良い。7mTC の登録・記録用紙を利用すると管

理が行いやすいので、活用すること。実施要領は次のとおり。 

・ 先投、後投をコイントスで決定する。 

・ 両チームのプレーヤー、チーム役員は、記録席業務の妨げにならないよう、使用す

るゴールの反対側のコートのセンターラインから 4.5m 離れた仮想ライン上に整列

する。 

・ 両チームのスローするプレーヤーは、4.5m の整列ラインから交互にスローに行く。 

・ 交互に 7m スローを行い、得点の多いチームが勝利する。なお、スローの結果が 3 

対 0、もしくは 4 対 1 などのように途中で勝敗が決まれば、その時点で 7mTC を

終了する。 

・ 7mTC を行う際、登録されてないプレーヤー、罰則を適用されているプレーヤーは参

加資格がない。5 人制で実施する場合、状況によっては 5 人参加できない場合があ

る。その場合は、1 人少なければ 5 回目のスローが失敗した記録にする。補充はで

きない。 

 

 

 

 

 

 

 

⑱ スコア誤記の取り扱い 

スコア―シートの誤記載、誤記入が判明した場合、適正な状況から再開する。競技中、

誤った判定、判断で競技が行われ、途中でその判定、判断が誤っていたことが判明した場

合、その時点で適正な処置をし、競技を再開する。試合後終了後に記録ミスが判明した場

合は、勝敗に関する場合は相応しい状況から再試合をしなければならない。修正した結果

同点であった場合は、延長戦を行わなければならない。 

また、プレーヤー、チーム役員にその責任を負わせることはない。競技規則からいえ

ば、得点を認めた後にスローオフの笛が吹かれたなら、その得点は修正しない。 

⑲ 裁定委員会 

各大会に裁定委員会・上告委員会を設置する。裁定委員会は、競技委員長、競技副委員

長、審判長とする。なお、必要に応じてプレーヤー、チーム役員、レフェリー、MO・TD 等

の関係者を同席させ、事情を聴取することがある。裁定しなければならない事案が生じた

場合は、原則として当日に裁定をし、関係者に通知する。その結果は、翌日には各会場に

公示する。 

ブルーカードの提示を含め裁定委員会を開催する場合、レフェリーとは別に兼裁定委員

会開催要望書を競技委員長に提出する。 

その試合で特記事項があれば、兼裁定委員会開催要望書を競技委員長に提出する。 

交代地域規程に違反する行為があった場合、あるいは、特別な出来事があった場合、

MO・TD は速やかに失格に関する報告書、兼裁定委員会開催要望書を作成し、競技委員会

委員長（裁定委員会委員長）に提出しなければならい。 

裁定委員会ではプレーヤー、チーム役員のみならずレフェリー、MO・TD、大会関係者も

重大な過失を伴う行為、処置が伴う場合には審議対象者となり、裁定委員会の審議の議案

に含まれている。 

⑳ 臨時トレーナー 

チーム役員は、本協会に登録されていなければならないが、国内の特殊事情で、トレー
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ナーが派遣役員等で、登録締め切り日までに氏名を特定できないことがある。その場合

は、交代地域の外側に臨時トレーナー席を用意し、プレーヤーが負傷した場合、交代地域

外のその場所で応急手当をすることを認める。臨時トレーナー席は交代地域の外になけれ

ばならず、おおむね GK ラインの延長線上でベンチの後方に設置する。そのトレーナー

は、交代地域やコート内に立ち入ることはできない。この席からコート内にいるプレーヤ

ーに指示をすることは交代地域規程違反となる。違反した場合、罰則はチーム責任者に与

えなければならない。MO・TD は、試合中のプレーヤーの応急手当の際の管理は MO・TD が

行う。この臨時トレーナー席に立ち入ることの出来る該当者は、トレーナー等の公認資格

を有していなければならない。必要であるときは身分証明書の提示は求めることが望まし

い。 

㉑ オウンゴール 

オウンゴール（以下 OG という)の場合、OG となり得点したチームの得点欄に OG とし

て記録する。個人の得点にはならないので、出場プレーヤーの記載のない欄に数字を得点

として記録する。さらに、特記事項の欄に OG があったことを記載する。 

㉒ チーム役員の退場 

チーム役員が退場となったとき、退場者電光表示板の番号表示は入力しない。記録席の

上に紙で掲示するときは、A から D と表記し、プレーヤーの入場時間を掲示する。 

㉓ チーム責任者の許される行為 

実判定以外の事項につき、必要かつ適正と認められる場合、チーム責任者だけが MO・TD 

を含み、記録席補助員と話しをすることができる。スポーツマンシップに反しない程度の

得点か得点でないかの確認、問い合わせは許容されるべきである。 

㉔ 通訳の配置 

国際試合の場合、通訳（チーム付きを含む）を置くことができる。通訳席はベンチの後

方に置く。通訳席、あるいは臨時トレーナー席で通訳業務以外のこと（声を発してプレー

ヤーに指示）をすることは許されない。大会役員や MO・TD との通訳をすることが主業務

となる。国内大会では通訳を置く場合、チーム役員として登録されて交代地域にいること

が必要である。 

㉕ 当該試合の関係者以外の競技場内への立ち入り 

前半終了間際、あるいは、試合終了間際になると、次の試合のプレーヤーがコート近く

にきて、各種の準備活動を始める。試合に影響がありそうなウォーミングアップ、ボール

の使用は禁止するなど、大会によって、競技場内への入場を制限したりすること。 

㉖ 突発的事象 

突発的事項が発生し競技時間が終了していなかった場合、MO・TD は試合を終了させなけ

ればならない。 

混乱によって試合当日に試合が続行できないと判断された場合は、原則として、観客の

有無にかかわらず、翌日（別の日）に同スコア、同じ残り時間、中断時の状況から開始し

なければならない。競技主催者、関係者と協議の上、再開方法など決定することが望まし

い。 

大会、各試合の続行に関して特別な判断が求められる場合は、大会委員長、競技委員長

および日本協会代表者が協議し、決定する。 

㉗ ドーピング対応 

大会でドーピング検査を実施する場合は、レッドカード席を設ける。その場合、一発失

格のプレーヤーはコート外周（大会により設置場所は異なる）に用意したレッドカード席

に着席していなければならない。プレーヤーの管理はアンチ・ドーピング・コントロール

班が行う。試合終了後、ドーピング検査の対象者となることがある。 

㉘ 大会が認めたテレビ関係者は、チームタイムアウトの時間だけ交代地域の付近で報道活

動することができる。また、コート内から、ベンチの活動を撮影することが許される。

その他の時間帯の報道活動は、交代地域内での取材活動は許されない。 
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㉙ 上告 

チーム関係者は、裁定委員会の決定に不服がある場合、通知書を受理してから 2 時間以

内に文書で上告することができる。上告のための文書は形式任意とし、納付金 15 万円を

添えて上告委員会に提出する。上告があった場合は大会上告委員会を開催する。 

上告委員会は大会委員長、大会副委員長、総務委員長および大会委員長が指名した委員

で構成する。大会上告委員会は上告の文書を受理してから 4 時間以内に最終決定を行う。

この決定は最終のものである。 

㉚ レーザーポインターでの妨害 

試合中、観客席等から競技を行っている関係者に対してレーザーポインターの照射が認

められたとき、照射に気がついた関係者が MO・TD に報告し、MO・TD は会場アナウンサー

を通じて照射をやめさせるように放送をする。引き続き照射が行われるようであれば、プ

レーヤー等関係者の健康を考慮して無観客試合とすることもあり得ることを放送する。 

 

 

（参考）2017 年  1 月開催の男子世界選手権では VTR 判定を導入して運営された。 

1) ゴールかノーゴールか（ボールがゴールラインを完全に通過したかどうか） 

要求：レフェリーまたは IHF オフィシャル   最終判定：レフェリー 

2) ゴールかノーゴールか（ボールが通過したのが終了合図と同時かどうか） 

要求：レフェリーまたは IHF オフィシャル   最終判定：レフェリー 

3) ボールとは関係なく、レフェリーの視野外で起こった重大な違反行為 

要求：レフェリーまたは IHF オフィシャル   最終判定：レフェリー 

4) レフェリーが誤って違うプレーヤーを失格にした場合 

要求：レフェリーまたは IHF オフィシャル   最終判定：レフェリー 

5) 2 人あるいはそれ以上のプレーヤーによる衝突があった場合 

要求：レフェリー   最終判定：レフェリー 

6) 不正交代で違反を犯したプレーヤーが特定できない場合 

要求：IHF オフィシャル   最終判定：IHF オフィシャル 

7) 失格を判定したが、ブルーカードを適用すべきか疑わしい場合 

要求：レフェリー   最終判定：レフェリー 

8) 競技終了 30 秒前で、レフェリーが 8:10c、8:10d を適用するかどうか疑わしい場合 

要求：レフェリー   最終判定：レフェリー 

9) 競技終了 30 秒間で、ゴールキーパー不在で攻撃しているチームがボールを失った状況で

（レフェリーがその後の違反行為で 7m スローを判定すべきかどうか疑わしい場合) 

要求：レフェリー   最終判定：レフェリー 
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服装や保護を目的とした装具に関する規定 

ＩＨＦ国際ハンドボール連盟（2017 年 7 月発表）を基準とする 

全日本大会では実施：ブロック、都道府県協会では推奨とする 
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＜概要＞ 

○（ゴールキーパーを除いて）長ズボンは使用できない。 

○ ４カ所（短パン＋膝の装具＋ふくらはぎの装具＋靴下）の使用は許可される。しかし、それぞれ

が分かれていること。 

○ アームスリーブはユニホームの大部分を占めている色と同色であれば使用できる。 

○ サイクリングパンツも短パンの大部分を占めている色と同色であれば使用できる。 

○ ふくらはぎの装具は、靴下と同色であること。 

○ 足首の装具は、靴下と同色であること（国内では、同色でなくてもよい）。 

○ 肘や膝の装具は色は問わない。 
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平成３１年４月１日 

（公財）日本ハンドボール協会競技本部 

競技・審判委員会 

裁 定 委 員 会 開 催 基 準 

レフェリーが競技規則 8の 6および 8の 10(a)(b)に従いレッドカードの後にブルーカ

ードを示した場合、またはマッチオフィシャル(これまでの JHAオフィシャル）、競技委員

長が出場停止、もしくはそれ以上の処分を科すことが必要であると判断した場合は、裁定

委員会を開催することとする。この判断は、レフェリー、マッチオフィシャル、競技委員

長、大会審判長がそれぞれの立場で判断することであり、それらの一人でも必要と認めれ

ば、各人の責任で「裁定委員会開催要望書」（報告書）を作成し、競技委員長に提出しな

ければならない。「裁定委員会開催要望書」は競技終了後のみならず、大会終了後におい

ても作成することができる（後日映像を解析した結果必要と認められる場合も含める）。

競技委員長は提出される報告書により、裁定委員会を開催する。これはプレーヤーやチー

ム役員だけを対象とするのではなく、レフェリー、大会関係者による重大な過失を伴う行

為や処置に対しても適用される。「裁定委員会開催要望書」の作成は、レフェリー、マッ

チオフィシャル、競技委員長、大会審判長が作成するものとする。 

 

 

１  目的 

国内公式大会におけるハンドボール競技の健全化を図る主旨で、各大会に裁定委員

会を設ける。 

２  裁定 

裁定しなければならない事項が生じた場合、裁定委員会はレフェリー、マッチオフ

ィシャル、競技委員長、大会審判長が提出した「裁定委員会開催要望書」、または任意

の書式による要望書をもとに審議し、その処置について決定する。報告書が提出され

ない場合は、裁定委員会は開催できない。なお、大会期間中の出場停止を超える処分

が必要な場合は、大会主催団体の定められた会議において審議し、処分を審議する。

さらに、加盟団体の処分の範囲を超える場合は、本協会の懲罰委員会に提訴する。 

３  適用 

競技規則 8の 6および 8の 10(a)(b)によりレッドカードのあとブルーカードが提示

された場合は、裁定委員会を開催する。その他、大会、競技の関係者による重大な過

失による行為、処置がなされた場合、裁定委員会を開催する。 

４  裁定委員会 

競技委員長、大会審判長、総務委員長、その他大会関係役員をもって委員会を構成

し、開催する。状況を把握するために関係者を同席させる場合もある。 
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５  事実確認 

審議を行う前に、提出された「裁定委員会開催要望書」に記載されている内容が事

実であるかどうかを確認する。要望書を記載していない裁定委員会参加者（２名）に

よって確認を行うことが望ましい。その際、当該者側からも立ち会いを依頼する。 

要望書の記載内容が事実である場合は、当該者に署名をしてもらい確定文書とす

る。その要望書をもとに裁定委員会にて審議を行う。 

要望書の記載内容に当該者が同意できない場合は、事実確認を再度行う。その際、

要望書の作成者を同席させることもできる。映像の解析により要望書を提出した場合

は、その根拠となった映像をもとに再度検証を行う。 

６  審議内容 

（１）処分 

１）処分なし 

２）出場停止（試合数は裁定委員会で決定する。） 

３）大会出場停止（大会開催中であれば、その後の試合出場停止処分を決定する。 

後日、主催団体が懲罰委員会を開催する。審議の結果を日本協会に報告しなけ

ればならない。） 

４）有期限出場停止（大会期間中、もしくは大会終了後、主催団体が懲罰委員会を 

開催し、決定する審議の結果を日本協会に報告しなければならない。） 

（２）その他 

競技規則、大会規程、その他ハンドボール競技にふさわしくない重大な過失を伴

う判定・処置をした場合、本協会に対して提訴する。 

７  決定通知 

処分の有無にかかわらず、「処分通知書兼解除報告書」にて、当該者、あるいは、当

該チーム責任者に通知する。チーム関係者以外の場合は、任意の書式で処分を通知す

る。 

８  処分解除 

処分（１）、処分（２）の場合、処分解除相当の時期に、大会競技役員による確認

と、解除報告書、及び、登録証への記入・認印をもって解除とする。これにより当該

者はそれ以降の公式試合に出場可能となる。 

処分（３）の場合、処分解除時期に当該主催団体から本人宛に解除通知文書を通知

する。通知は日本協会にも送付しなければならない。 

９  裁定委員会開催までの流れ 

担当レフェリー、担当マッチオフィシャル、競技委員長、大会審判長が裁定委員会

の開催が必要と認めた場合、試合終了直後に判断し、当該者の登録証の返還をしな

い。その後、公式記録用紙、「裁定委員会開催要望書」と当該者の登録証を、裁定委員

会に提出する。競技終了後の行為に関しては、登録証を提出できない場合もある。そ

の場合は、後刻開催される裁定委員会に届出させるものとする。 
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裁定委員会の開催が必要と認められる場合は、レフェリー、マッチオフィシャル、

競技委員長、大会審判長は相互に連絡を取り合う。裁定委員会開催に関して、審判

員、マッチオフィシャル、競技委員長、大会審判長の意見が異なる場合は、一人でも

報告書 を提出することを希望すれば、裁定委員会を開催しなければならない。 

大会関係者の場合は、必要に応じた処置をとる。 

裁定委員会の開催 

審議しなければならない事項が発生した場合、原則として当日中に裁定委員会を

開催する。また、審議の結果も原則として、当日中に当該者に連絡しなければなら

ない。大会裁定委員長は提出された書類を整備し、委員会を招集する。委員長が不

在の場合は代理者がその任務を代行する。委員会は過半数をもって成立する。 

審議の結果、処分が必要とされた場合は、「処分通知書兼解除報告書」にて、当該 

者、あるいは、当該チーム責任者に通知する。 

裁定委員会の結果は、裁定委員会報告書を作成して日本協会競技運営部に送付す

る。 

通知書の発行 

出場停止処分以上を必要とする場合、当該者、あるいは、当該チーム責任者に

「処分通知書兼解除報告書」を渡し、その処分を伝える。同時に、登録証裏面の備

考欄に、期日、処分内容を記載し、返却する。 

審議の結果、有期限処分が必要と裁定された場合は、裁定委員会は同一大会が開

催されている期間内の出場停止を処分しなければならない。要領は上記の通りであ

る。但し、登録証は返却しない。 

処分の解除 

試合出場停止の場合は、当該者、または、当該チーム責任者が「処分通知書兼解

除報告書」、登録証、及び、出場停止試合数分の公式記録用紙コピー（出場していな

いことを証明するため）を処分解除相当数が経過した後の公式試合競技役員（競技

委員長、その他の競技役員）に提出する。 

競技委員長（競技役員）は、処分解除の条件が整っていることを確認したとき、

解除報告書、登録証に解除期日、押印をし、コピーを取った上でコピーを返却す

る。 

日本協会への連絡 

大会競技委員長、及び、解除執行担当者は、処分通知書兼解除報告書原本を日本

協会競技運営部に送付する。また、コピー１部と提出された公式記録用紙コピーを

大会本部で保管し、各種問い合わせに対応出来るようにする。 

10  処分の参考目安 

重大な違反に対しては出場停止とする。違反の程度が重大と判断される場合はそれ

以 上の処分が必要となるが、裁定委員会で即決することなく、各大会主催団体の懲罰

委員 会提訴する。その場合は、大会中の出場を停止する処分をしなければならない。 
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2019年度 マッチオフィシャル（ＭＯ） ・ テクニカルデレゲート（ＴＤ） 

映像研修資料 ・ 解説 

 

 

（公財）日本ハンドボール協会 競技・審判委員会 

映像① タイムアウト後、再開と同時に公示時計が動いていない 

（状況） 

得点後レフェリーはタイムアウトをとり、プレーヤーに退場を与えた。時計は前半 

２９分５９秒で止まった。 

再開のスローオフの笛と同時に、時計が動かなかった。 

（正しい処置） 

・ レフェリーは残り時間を見て、終了合図の後に退場を示すのが、よりスマートで

ある。 

・ 再開の笛の後、公示時計が動いていないだけなので、ＭＯ・ＴＤは前半の競技を

終了させてよい。時間を戻す必要はない。 
 

 

映像② 後半残り５分間際でのチームタイムアウトの申請と競技時間 

（状況） 

チームは後半残り５分の状況で２回目のＴＴＯを請求したつもりであったが、時計は

２５：００で止まった（映像はそれまでのリプレーが流れる）。 

レフェリーの再開の笛の後、ＴＤの合図によりレフェリーはタイムアウトを取り、時

間を２５：０１、つまり残り５分で請求できる１回のＴＴＯを使ったと言うことで公

示時計を修正し、競技を再開させた。 

（正しい処置） 

・ 映像では明確ではないが、請求の時間は２５：００の前であり、止められた時間

は２５：００である。ＭＯ・ＴＤは、この時間帯には敏感になるべきで、この場

合は、あと１回を残した後半１回目のＴＴＯとして認めるべきである。 

・ ＴＴＯは５０秒間ある。その中で、いまのＴＴＯの請求時間等について、ＭＯと

ＴＤは確認する。もし、残り５分を切っていたならば、５０秒の合図の後、競技

が再開される前に、ＴＤがチーム役員へ「すみません。微妙なタイミングでした

が、いまのＴＴＯは残り時間５分を過ぎてからでした。」等、丁寧に伝える。 

・ 競技再開後に、安易に公示時計を操作しない。 
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映像③ タイムアウトと同時の公示時計が止まらなかった 

（状況） 

タイムアウトを取り、レフェリーは退場を判定したが、公示時計が止まっていない

ことにタイムキーパーを務めるＴＤが即座に気づき、競技再開をさせずに公示時計

を修正させて対応した。 

（正しい処置） 

・ スマートな処置である。タイムキーパーを務めるＴＤは、タイムアウトと同時

に、自らの時計を止め、公示時計が止まっていることをすぐに確認し、止まっ

ていない場合は、自らの時計で時間を示し、修正を指示する。 

競技の再開を止めるように通信機器等を用い、レフェリーへ知らせることも必要。 
 

 

映像④ 終了間際の得点かどうか微妙な場合 

（状況） 

競技終了の合図とほぼ同時に、ボールはゴールラインを通過した（この映像の角度

からはわからないが、ボールがゴールネットを揺らしたと同時にブザーが鳴ったの

で、得点と判断できるが）。レフェリーは、ＴＤと協議もせず、コートレフェリー

が得点を認めない決定を下し、前半を終了させた。 

（正しい処置） 

・ 残り１０秒から、通信機器を使用しているＴＤまたはＭＯによって、レフェリ

ーにカウントダウンをしながら残り時間を知らせる。 

・ 通信機器の環境がない場合は、レフェリーは公示時計が観察できる場所、あるい

は競技終了の合図が聞こえるタイミングに集中し、決して観察を怠ってはならな

い。 

・ カウントダウンを受け、明確な状況であれば、ゴールレフェリーが判定を下

す。 

事実判定であり、ＭＯ・ＴＤはそれを覆すことはできない。 

・ ＭＯまたはＴＤは、確認の意味も含め、ゴールレフェリーに確認する。 

微妙な場合は、レフェリー、ＴＤ、ＭＯ相互で確認を行い、判断を明確に下

す。（レフェリー任せ、ＴＤ任せ、ＭＯ任せにはしない） 
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映像⑤ 競技を再開したが、公示時計が動いていないのでレフェリーは競技を中断

した 

（状況） 

タイムアウトのあと、レフェリーは競技を再開したが、公示時計が動いていなかっ

たため、レフェリーは再びタイムアウトをとり、正しい状況で競技を再開させた。 
 

（正しい処置） 

・ 再開の前、レフェリーはテーブルに合図を送っておるが、テーブルからの反応

はない（通信機器で確認できていたかもしれないが、機械操作のローカルＴＫ

からの合図はない）。その状況でレフェリーは競技を再開させてはならない。 

・ レフェリー、ＴＤ、ＭＯすべてが、試合開始前に記録席のメンバーに対し、常

に明確なコンタクトを取るように指示する。このような中断は、レフェリー、

チームの集中力を切ることにつながり、決してあってはならない。 
 

 

映像⑥ チームタイムアウトを請求したチーム役員が、まだカードを持ったまま選手へ

の指示を始めた 

（状況） 

チーム役員がチームタイムアウトを請求し、記録席はそれを認めた。チーム役員は

請求カードを持ったまま、選手への指示を始めたので、ＴＤはチーム役員からその

カードを持ち去った。 

（正しい処置） 

・ 本来は、チーム役員はテーブルへ請求カードを提出すべきであるが、この場合

は、請求を認めた以上、チームタイムアウト中におけるチーム役員の権利を保

証し、カードを取り戻す等、チーム役員との余計な接触は避ける。 

・ ５０秒の合図の後、競技再開へ促す流れの中で、カードを取り戻すとよい。 
 

 

映像⑦－１ 着地シュートで得点を認めなかったが、点数は加算され、修正された 

（状況） 

レフェリーは明確に着地シュートの判定を下したが、スコアには４点目と追加され

た（得点されたチームも得点されたかと思い、スローオフから始めようとした）。 

気づいたＴＤからの指示を受け、試合中にスコアが修正された。 
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（正しい処置） 

・ 記録席のＴＤと機械操作を担当する地元役員は、このような得点でない場合は

口頭で「今のは得点ではない」等確認を行う。 

この確認は、ＭＯへも伝えること（伝えなかったため、以下映像⑦－２の場面

につながる）。 

・ スローオフの後で、口頭で確実に現在の得点を確認していく。相手チームに加

点する等、起こりうるミスを想定し、ＴＤ個人の判断で修正させることがない

よう、ＭＯにも伝え、丁寧に対応する（伝えなかったため、以下映像⑦－２の

場面につながる）。 
 

 

映像⑦－２ 一度、「１対４」にしたものを「１対３」に戻したので、ＭＯに問い合わせ

がきた 

（状況） 

上記映像⑦－１のあと、競技が続行される中、スカウティング（集計・分析）担当

と思われる役員や、ＭＯに対し得点の確認を要求した。 

ＭＯは、席を離れ、ＴＤに確認した。その際、競技が中断された。 

（正しい処置） 

・ ＴＤは間違えに気づいた段階で、得点掲示を修正させる際、その修正はＭＯに

も伝える。伝えていれば、ＭＯより「今のは着地シュートの判定だったので得

点は取り消した」等の説明ができ、競技を中断させる必要はなかった。 
 

 

映像⑧ チームタイムアウト終了の合図から２０秒後に競技が再開されている 

（状況） 

（映像はチームタイムアウト内のリプレーが流れているので音声に注目）５０秒を

知らせる１回目のブザーが鳴り、その１０秒後に１分間を知らせる２回目のブザー

がなった（映像がもとに戻る）。チームはまだ、ミーティングを行っている。 

この状況になって、ようやくＴＤが動き、再開を促した。２０秒後に競技が再開さ

れた。 

（正しい処置） 

・ ＴＤは５０秒の合図がなった段階で、チームのミーティングをやめさせ、１分

後の合図に合わせて、競技を再開できるように促す。笛を強く吹き知らせる。 

・ ミーティングの場所が、コート内である場合は、５０秒の合図の後、コートの

状況を確認し、必要であればモップを入れる。 
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映像⑨ 不正交代の判定の後の競技再開 

（状況） 

ＴＤは不正交代を確認し、笛を吹きレフェリーへ知らせた。レフェリーは退場の判

定をした。その後の競技再開を、レフェリーは違反を犯したチームの交代地域よ

り、相手チームのフリースローとしたが、ＴＤが笛を吹いた時、ボールはゴールキ

ーパースローをしようとしたＧＫが保持していた。チーム役員の要望を受け、ＭＯ

がレフェリーを呼び、競技規則通りにＧＫスローより競技を再開するよう伝えた。 

（正しい処置） 

・ 正しい処置である。レフェリー、ＴＤは競技が中断された際、判定を下す前に

次の再開方法がどうなるべきなのかを瞬時に判断しなければならない。笛を吹

いたＴＤがレフェリーに状況を説明する。 

・ チーム責任者（Ａ）の意見に耳を傾け、競技規則通りに適切に対処したＭＯの

判断は正しい。その際、映像の通りボディーランゲージを使って、周囲にも明

確に伝えることが大切である。 
 

 

映像⑩ 退場表示が相手チームに表示され、競技が再開された 

（状況） 

退場者が相手チーム表示された。ＭＯ、ＴＤ、レフェリーは気づかずに競技が再開

された。 

（正しい処置） 

・ 競技を再開したのであれば、不要な競技中断は避けなければならない。この場

合、退場の残り時間は正しいので、ＭＯ，ＴＤがチームにその旨を伝え、その

まま競技をさせて良い。 

・ 退場時間が満了する前に、タイムアウト等で競技が中断された場合は、その時

間を利用して修正する。 
 

 

映像⑪ ＧＫの不正交代と得点チャンスの妨害（１） 

（状況） 

ＧＫ不在の状況で攻撃していたが、ボール所持が相手チームとなる。ＧＫは速やか

に交代したかったが、不正な交代を行ったため、ＴＤが笛を吹き競技が中断した。

相手チームは直接無人のゴールにめがけてスローしたが、ＴＤからの笛の後、ボー

ルがゴールに入った。 
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（正しい処置） 

・ 不正交代にはアドバンテージを適用しないので、ＴＤの笛のタイミングは正し

い。 

・ 笛の前に無人のゴールめがけてスローされ、ゴールに入る前に笛が鳴ったの

で、再開は７ｍスローとなる。 
 

 

映像⑫ ＧＫの不正交代と得点チャンスの妨害（２） 

（状況） 

ターンオーバーの笛の後、攻撃側はＧＫ不在の無人のゴールに向かって直接シュー

トをした。ＧＫが不正交代を行ったため、ＴＤは笛を吹いた。ほぼ同時にボールは

ゴールに入った。 

（正しい処置） 

・ 不正交代にはアドバンテージを適用しないので、ＴＤの笛のタイミングは正し

い。 

・ ＴＤからの笛の前に無人のゴールめがけてスローされ、ゴールに入る前に笛が

鳴ったので、再開は７ｍスローとなる。 

・ ＧＫとレフェリーが交錯し、危険な状況であった。通信機器を持っているＴＤ

またはＭＯは、レフェリーに対し「ＧＫ不在」と明確に伝え、コートレフェリ

ーからゴールレフェリーへ戻る際、このようなことにならないように通知す

る。 
 

 

映像⑬ 退場時間が満了しないうちに、プレーヤーがコートに入り、ＴＤが笛を吹いた 

（状況） 

赤のユニホームのプレーヤーが、自チームの退場時間が２秒残っているにも関わら

ずコートに戻った。それに気づいたＴＤが笛を吹いてレフェリーに知らせた。 

新たな退場時間は掲示されたが、残された退場時間が掲示されていない。 

（正しい処置） 

・ 退場後のコートへの入場はチームの責任であるため、ＭＯやＴＤから入場許可

の合図を行ってはならない。 

・ レフェリー、ＴＤで、コート上のプレーヤーの人数および退場時間について確

認する。掲示すべき時間は、「残された退場時間」および「新たな２分間の退場

時間」の２つである。 
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・ 満了しなかった退場時間を補うために減らしたプレーヤーは、あくまで人数の

調整のためであり、そのプレーヤー個人に罰則は適用されない（余分なプレー

ヤーが入って競技が継続され、気づいた際、最後に入ったプレーヤーが特定で

きないときに、チーム役員に指名させるプレーヤーとは、この場合は異なる）。 
 

 

映像⑭ フリースローの笛の後に起こった不正交代 

（状況） 

攻撃側にフリースローが判定された後、ＴＤより笛が吹かれ、攻撃側チームに不正

交代が行われたとレフェリーへ知らせた。レフェリー、ＴＤ、ＭＯとも競技の再開

は、違反が行われた場所から、相手チームのフリースローと判断した。 

（正しい処置） 

・ フリースローの判定の後、競技の中断中であるので、競技の再開は、攻撃側の

フリースローである。 

・ ＭＯ、ＴＤは競技が中断された状況を適切に捉え、競技の再開についてレフェ

リーへ助言する。 
 

 

映像⑮ 退場者がいるにも関わらず、７名のプレーヤーがコート上にいる 

（状況） 

攻撃を終え、帰陣した際、１名退場者がいるにも関わらず、ＧＫを含めた７名で防

御していた。ＴＤは気づいて競技を中断させたが、自ら交代地域へ戻るプレーヤ

ー、交代地域から戻るプレーヤーの２名に対し、違反したプレーヤーを特定でき

ず、交代地域側に近づいたプレーヤーを示した。実際は速やかに交代地域へ戻った

１３番が余分に入場した。 

（正しい処置） 

・ ＴＤは、自分が位置する側にいるプレーヤーの入退場を管理しなければならな

い。特に退場者がいて、ＧＫ不在の攻撃を行う際など、細心の注意を払うべき

である。 

・ この場合、最後に入場したプレーヤーが特定されない場合は、競技規則に則り

チーム役員に退場となるプレーヤーを指名させる。 

チーム役員が拒否した場合は、ＴＤが指名する。 
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映像⑯ ノータイムフリースロー時の不正交代 

（状況） 

ノータイムフリースローとなった際、防御側は２名のプレーヤーを交代させた。先

に ２２番、その後に続いて２３番がコート外に出、その後３１番、１１番が入場

した。交代できないことに気づいたチームは、３１番、１１番をさげ、再び２２

番、２３番をコートに戻した。３１番は不正入場により退場になるので、レフェリ

ーは、防御側プレーヤーのうち１名をコート外へ出るように促した。２２番がコー

ト外へ出た。 

（正しい処置） 

・ ノータイムフリースロー時の、防御側の交代はできないので、この場合、交代

として最初にコートに入った３１番が退場として罰せられる。２２番、２３番

は交代が認められないのでコートに戻ることができる。 

・ ＴＤは前半、後半の競技時間終了の際、ノータイムフリースローがある場合は

チームを落ち着かせ、競技終了と勘違いしてコート内に入ったりすることがな

いように注意を払う。 

・ ノータイムフリースローの際、防御側にできないのは交代であり、コートから

出、代わりのプレーヤーが入らない状況は違反ではない。従って、３１番が最

初に入場したことで、交代が成立し、３１番が退場となる。 
 

 

映像⑰ ファールされたチームの役員がレフェリーへアピールする 

（状況） 

自チームのプレーヤーが相手チームのプレーヤーより背後からファールを受けた。

レフェリーは罰則なしで、フリースローの判定をした。（映像では見えないが）違

反されたチームの役員が罰則を付加するようアピールをした。ＴＤが競技を中断

し、チーム役員に対し罰則を与えるようレフェリーに指示した。 

（正しい処置） 

・ チーム役員の言動に対し、ベンチ側に座っているＴＤはその観察責任がある。

チーム役員が、大きな声で、ジェスチャーをつけて判定に対して抗議した場合

は、ＴＤは毅然と対処する。立ち上がり、チーム役員の近くまで行く。この場

合、ベンチの後ろからではなく、コート側より近づく。そして、柔らかく、人

間性を持って、落ち着かせるように促す。 

・ チーム役員に対し、ＴＤやレフェリーがどのような態度を示すかも、観衆は注

目する。ＴＤが椅子に座ったままで対応しても、周りにはわからない。従っ

て、ＴＤの動きは、チーム役員をこれ以上興奮させない意味でも必要となる。 
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・ ＭＯが配置されている場合でもまずはＴＤが対応すること。 

・ ＴＤの制止に対し、従わない場合はＭＯが対応することになる。 
 

 

映像⑱ ＴＤの制止直後に、繰り返しレフェリーアピールしたので、ＭＯがレフェリーへ

罰則を与えるよう指示 

（状況） 

オーバーステップのアピールをジェスチャーを交えて訴えていたチーム役員に対

し、ＴＤが対応した。 

ＴＤが戻る際、そのチーム役員は再びレフェリーに対し同様のアピールを繰り返し

た。ＭＯが、笛を吹き、レフェリーを呼び、罰則を与えるように指示した。 

（正しい処置） 

・ スマートな対応である。お互いが感情的になることを防ぐ意味でも、最初に対

応したＴＤが、制止の後、興奮し機械的に罰則を適用する雰囲気にならないこ

とが大切である。従って、ＴＤは、注意を入れて落ち着けた後は、その場を離

れること。 

・ その後のチーム役員の観察はＭＯが行う。ＴＤの制止に従ってくれたのであれ

ば、視線が合った際にほほえんだり、うなずいたりと温かく受け入れ、映像の

ように指示に従わない場合は、決して放置せず、罰則の適用を促すことが必要

である。 
 

 

映像⑲ 相手チームへのアドバンテージを認めてから、ＴＤが競技を中断する 

（状況） 

違反があったか、なかったか微妙な状況であったが、レフェリーは違反がないと言

うことで競技を続行させた。チーム役員がジェスチャーを交えて抗議していたの

で、ＴＤは相手チームの単身速攻の結果を見た後で競技を中断し、チーム役員への

罰則の適用をレフェリーへ促した。 

（正しい処置） 

・ 正しい処置である。不正交代ではないので、この場合は、アドバンテージを認

めてから罰則を適用すること。 

・ 不正交代の場合は、アドバンテージを考慮せず、即座に競技を中断しなければ

ならない。 
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２０１９年度 各級公認審判員の目標 

２０１９．１．２６ 

（公財）日本ハンドボール協会競技・審判委員会 

審判員に対し JHA ／連盟／ブロック／都道府県協会審判委員会が、共通の目標を持ち、一貫した

指導をすることが必要である。 

国内の審判員の多くは都道府県レベルの D 級審判員である。また各ブロック、全日本大会等で積

極的に審判活動に関わっている者の多くは A 級および B 級審判員である.そのため、指導の方向と

しては審判員として、まず、国内最高峰である「A 級審判員」、および全日本大会を担当できる「B

級審判員」のそれぞれの目標を示す。B級・C級・D級審判員がその次の目標を達成することができ

るように指導助言にあたることが重要になる。 

審判技術の向上には以下の４つの要素が不可欠となる。 

１）ハンドボールに携わるものとしての人間性 （2019年度重点事項） 

２）競技規則の理解と正しい運用 

３）審判員としての技術 

４）アスリートとして必要な体力 

この４つの要素を各級審判員の目標の中に反映させ、指導助言にあたる。 

１  A級審判員の目標 

A級審判員の目標を「適切な位置取りと任務分担（対角線式審判法）によって、事実を正し

く見極め、的確な判定で、試合を円滑に進めることを追究する」とする。 

その目標を達成するために 

① 「レフェリー評価における着眼点」についてその項目の意味を熟知し、 

○ ハンドボール競技の特徴をおよび競技規則の解釈と適用を理解した上で、行うべきこと、

観察すべきことを適切に実践する。 

○ 試合の流れやプレーの展開の予期・予測による実践と、審判員としての任務の遂行に努め

る。 

② 瞬発力、スピード・反応性の強化を図り、持久力と的確な判断力の向上に努める。 

③ 国内最高峰の大会である、日本リーグ・日本選手権さらには日本協会指名レフェリーとし

て、人間性を発揮し、よき模範として大会審判長・副審判長を補佐する。 

２ B級審判員の目標 

B級審判員の目標を「競技規則を理解し、正しく運用することによって、試合を円滑に進め

ることを追究する」とする。 

その目標を達成するために 

① 競技規則試験において A 級審判合格ラインの８８％以上の正答率 

② B 級審判員の目標に記載されている各項目を熟知し、 

○ ハンドボール競技、競技規則、審判員の役割など基本的な知識を理解する。 

○ 競技規則に従って試合を運営することと、試合を運営するための基本となる技術の習得と

実践。 

③ フィジカルに対する基本姿勢を身につける。持久力をつける。 

○ 体力テスト（シャトルランテスト）で男子８０、女子７０の基準をクリアする。 

④ 大会運営に関わる知識を身につけ、審判長（大会、各都道府県等）、競技委員長の役割や任

務を理解し協力する。 
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３ 都道府県、ブロックにおける指導について 

C級および D級審判員への指導指針  

上記の A 級・B 級の審判員の目標に対する取り組みを踏まえ、C 級および D 級審判員には特に、 

① 競技規則に従って試合を進めるための「競技規則の理解」を深めさせる。 

○ 競技規則問題集を用いての座学、ビデオテスト、各種プレゼンを用いたアイトレーニング

を各都道府県・ブロックにおいて積極的に実践する。 

例）競技規則問題集から基本的な問題を抜粋し、競技規則試験において６０％以上の正

答率。 

映像資料も分かりやすいものを抜粋する。 

② 競技規則に従って試合を進めるための笛の吹き方やのジェスチャーの示し方、基本走法の定

着を図る。 

③ 試合の中で起きる事象を見極めるために必要とされる動きの量とスピードを養う。 

④ 試合中は失敗を恐れず、競技規則に基づいて自分が判断したように、自信をもって判定でき

るように助言する。 

例）７ｍスローが必要かどうか悩むなら判定する。 

罰則が必要なら判定する（警告か即座に２分間の退場なのかの判断に悩んでも、ど

ちらかは判定できるようにする）。 

※起きた事象に反応、判定する（Ｃ級に向かって精度を高めていく）。 

⑤ 基本的な事項を教える。 

例）笛が必要な場面、ＣＲとＧＲのポジションと役割分担の基本 

⑥ 試合の中で起きる事象を見極めるために必要とされる動きの量とスピードを養うようにす

る。 

⑦ ハンドボールに関わる人々からの情報を得て、「ハンドボール競技」に関する理解を深める

ようにする。 

⑧ 公認審判員としての心構えを教える。 

例）服装、試合の準備の仕方など 

⑨ 体力テストにおいて、B 級審判員の合格ラインである、シャトルランテスト（男子７０、女

子６０）の基準をクリアする。 

４ 審判指導の基本として 

「審判員の倫理綱領」を熟知させ、 

○ ハンドボールに関わることだけでなく、一般社会における「社会道徳」や「社会規範」につ

いて知り、実践する態度を養えるようにする。またハンドボール（審判活動）を通して見聞

を広げ、広い視野をもって全日本大会・国際試合で活躍できる人材となれるよう育成する。 

○ 審判員としての活動によって、「審判技術の向上」を図るだけでなく、「人間性の向上」が図

れるようにする。またハンドボールファミリーの一員として「仲間を尊重」し、互いを認め

合うために必要なコミュニケーション力が向上するよう育成する。 

○ 「教わるという姿勢」を持つことは当然であるが、「自分からチャレンジして発見し学ぶと

いう姿勢」を持って、審判活動だけでなく、「ハンドボール」に関わっていけるようにす

る。また「仲間と競い合う」ことによって、他者の良い面を発見し、認めあいながら成長で

きるよう育成する。 
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Ａ級公認審判員の目標 （2019年改訂） 

全日本大会の審判員を担当することができるのは A級,B級の審判員である。その中で特に A級審判員

には下記の点において期待したい。 

① 全日本大会のみならず，日本リーグおよび日本選手権へのノミネートを目標に，さらには日本協

会指名レフェリーとして認められ，各種大会での模範レフェリーとして活躍する。 

② 人間性を発揮し，大会審判長、副審判長を補佐して，審判団のよきリーダーとして活躍する。 

③ 試合において立ち居振る舞いはもちろんのこと，事実を正しく見極め，的確な判定を下し，TDや

オフィシャル，チームとの連携をとりながら試合を円滑に進める。ハンドボール競技の特徴を理

解した上で，試合の流れやプレーの展開の予期・予測による観察と瞬時の判断力を持つ。 

以下に（公財）日本ハンドボール協会審判委員会作成の「レフェリー評価票」をもとに,A級審判員と

して追求したいレフェリーの姿とそのポイントを明記する。 

評価項目  評価の着眼点  指導のポイント  

(1)ゲーム管理 

レフェリーとしての

要素・全体的印象 

試合に関する的確な態度であるか。 

タイミングが遅れた介入でゲームを見失って

はいないか。 

○競技開始前の準備 

○リーダーシップ 

振る舞い 

選手・役員とのコミ

ュニケーション 

不自然な,不安定な態度ではないか。 

集中力を欠いているような仕草が見えない

か。 

チーム役員・プレーヤー・オフィシャルに対

し、基準を明確に伝えるようボディーランゲ

ージや口頭による説明ができているか(怒らせ

る・失礼である・傲慢である・親切すぎる）。 

ベンチ管理（交代プレーヤー・チーム役員）。 

○丁寧な指示と運営 

○TD,オフィシャルとの連携 

○チーム役員,選手との関係作り 

チームとの関係・平

等であるか 

試合に関する感情。公平な態度であるか。 

一方のチーム役員やプレーヤーと接触してい

ないか。 

弁解や妥協しがちではないか。 

ヤジとか批判に簡単に影響されていないか。 

○コミュニケーションのバランス 

○放置しない毅然とした対応 

(2)連携 

チームワーク（オフ

ィシャルを含めて） 

誰が見ても分かるようにパートナー・オフィ

シャルとの協力ができているか。 
○目に見えるコンタクトの雰囲気 

ペアで均一な判定 
1 人のレフェリーが支配したり,されたりして

いないか。 ○領域分担と判定者が一致してい

るか 
領域分担 

パートナーの責任範囲を侵していないか。侵

していることに気づいているか。 

(3)ゲームの 

観察 

レベル・カテゴリー

に応じた基準 

プレーヤーの発達段階を考慮し,ゲームの流れ

を理解しているか。ゲームの流れに反した判

定をしていないか。 

○レベルに応じて運用するがルー

ルを変えてはならない 

アドバンテージ・不

必要な笛 

発展性のないプレー

の見極め 

笛のタイミング 

明らかな得点チャンスでのアドバンテージを

見ているか。 

アドバンテージ後の罰則を与えているか。 

ルール違反のアドバンテージを与えていない

か。 

不要な笛でプレーを止めていないか。 

発展性のないプレーの見極めと,笛のタイミン

グは適切か。 

○3歩,3秒の保障 

〇不要な笛を減らす 

○発展性のないプレーの見極め 

○2 重のアドバンテージを与えな

い 

○笛のタイミング 
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評価項目 評価の着眼点 指導のポイント 

(4)１対１の 

局面 

罰則 

8：4 にある即座に 2

分間退場への準備 

許容範囲のハードプレーとアンフェアなラフ

プレーの区別ができているか。 

第 8条に一致しない罰則を与えていないか。 

スポーツマンシップに反する行為の見極めは

妥当か。 

○即座に 2 分間退場とすべきプレ

ーを適切に見極めている 

○試合開始直後からの準備 

〇競技終了 30秒間の集中 

チームに基準が理解

されているか 
罰則がよいバランスで判定されているか 

○判定の後のジェスチャー 

〇プレーヤーへの基準の伝え方 

ハリウッドアクショ

ンの見極め 

ハリウッドアクションを見抜き,予防的な処置

を含めた,適切な処置ができているか。 

○大きな声,影響と倒れ方の関係 

○心の準備 

(5)攻撃側の 

違反 

ボールを持ったプレ

ーヤーの違反 

違反を見逃していないか,探していないか。 

正しい防御活動を認めているか。 

○攻撃有利のフリースロー判定が

多くないか 

ボールを持たないプ

レーヤーの違反 

○ゴールレフェリーがボールばか

り追っていないか 

正しいブロック/不

正なブロック 
○接触・違反のスタートの見極め 

(6)７ｍスロー 

明らかな得点チャン

スの見極め 適切に 7mスローを与えているか。 

明らかな得点チャンスでないものに 7m スロー

を与えていないか。 

GK 不在の状況での明らかな得点チャンスの見

極め。 

○防御側プレーヤーの位置観察が

できているか 

ゴールエリア侵入と

影響の見極め 

○押し込まれてのエリア侵入を見

極めているか 

ボールを所持してい

ない明らかなチャン

ス 

○違反がなければ明らかな得点チ

ャンスになるプレーへの心の準備 

(7)違反 

ステップ・ダブルド

リブル・オーバータ

イム・明らかな着地

シュート 
正しく判定しているか。 

明らかな得点チャンスを妨害され着地してシ

ュートした場合は,7mスローに戻しているか。 

○ステップ 2歩＋2歩の見極め 

○ステップを誘発させる防御行為

の見極め 

足を使った違反 
○足を使った行為について適切に

処置 

各種スローの判定と

適切な実施 

○ポイントの指示 

○正しいスローをしたか 

○防御側プレーヤーの位置 

○修正後の再開の笛 

(8)時間の管理 

パッシブプレーの予

告合図のタイミング 
予告合図のタイミングは適切か。 

○選手交代,各種スローの実施の

遅延に伴う予告合図 

○退場者がいる場合 

パッシブプレーの 

判定 
違反の判定のタイミングは適切か。 

○ボールを持ったプレーヤーがゴ

ールに向かっている状況で違反の

笛を吹かない 

タイムアウト 

ルールに則って両チームに平等に与えている

か。 

与えすぎていないか。 

タイミングが遅すぎていないか。 

○タイムアウトを取らなければな

らない場面で適切に対処できてい

るか 

○競技時間の短縮を工夫している

か 

(9)動き 

 

位置取り 

 

ジェスチャ

ー 

動きと位置取り・ 

笛をどこで吹くか 

2人の死角はないか。 

プレーヤー・ボールから目を離してはいない

か。 

サイドチェンジのタイミングは適切か。 

○防御形態に応じた領域分担が臨

機応変 

○レフェリーの基本走法 

明確なジェスチャ

ー・笛の音 

ルールブックにないジェスチャー,はっきりし

ないジェスチャーを用いていないか。 

最初に方向指示をしているか。 

笛の音は適切か（強弱,長短,軟硬の使い分

け）。 

○罰則,7mスロー判定の後 

○笛の音色で判定の種類がわかる 

体力・走力 
レフェリングをするにあたり,十分な体力を有

しているか。 

○コート上でのウォーミングアッ

プ 

○後半でも走力が維持できる 

 



研修資料 １１－１ 【Ｂ級公認審判員の目標】 

- 54 - 

 

Ｂ級公認審判員の目標 

Ｂ級審判員より全日本大会への参加資格が与えられる。国内のトップチームの試合を担当するた

めには、競技規則に従って試合を運営すること、および試合を運営するための基本となる技術を習

得することが必須である。  

以下にＢ級審判員が習得すべき事項について記載する。コート上で１人のレフェリーが主導権を

握るレフェリーシステムは，ハンドボール競技には適さない。パートナーと常に連携と相互理解を

図り，両レフェリーは様々な状況に関する考え方が一致していなければならない。レフェリーの任

務も正しく分担されなければならない。 

 

＜試合前＞ 

１） トスには指定された時間に両レフェリー、ＴＤが立ち会う。メンバー表、登録証の確認

を確実に行う。また,公式記録用紙に正しく記載されているかどうか確認する。  

２） ユニホームの確認は，必ずＴＤと協力し行う。判別し難いものは着用させない。レフェ

リーウエアも判別し難い色は着用しない。相手コートプレーヤーの色とチーム役員の色

とが重複しないように呼びかける。また、プレーヤーの装具についても規定にあってい

るかどうか、ＴＤと協力し、観察しておく。  

３） ゴールやゴールネット、ボールなどの点検は前もって（選手紹介や選手の確認の前）行

い競技開始直前に行わない。  

４） オフィシャル席の仕事を理解し，シンプルかつ分かりやすく各種の合図をする。試合開

始前に必ずオフィシャル席と業務の確認、および機器の操作の確認を行うこと。  

＜試合開始時＞ 

５） 競技の開始時刻を守る。（早く始めない）早めに選手紹介等が終了したとしても,開始時

刻が定刻となるように TD,両チーム役員に開始までの時間を明確に伝える。 

＜試合中＞ 

〇 得点の管理、時間の管理 

６） 得点の管理は掲示板が正しく表記されているかどうか得点のたびに厳密に行う。着地シ

ュート等紛らわしい場合,得点が誤って追加されていないか確認する。 

また，時間の管理(タイムアウト)は１試合を通して同一の基準で，公平かつ平等に競技

規則に則って処理する。どちらか一方のレフェリーが公示時計を必ず目視し動作確認を

する。 
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〇 走法と位置取り 

７） コート内のプレーヤーとボールから決して目を離さない。  

８） 得点合図の後，決して２人の位置を交代しない。  

９） バックステップ走法は動きが遅く，非常に危険を伴うため用いない。 

１０） 走りながら，あるいはプレーヤーに背を向けて方向指示やジェスチャーをしない。判定

の後その直後の選手,ボールの動きを必ず確認し,次の行動へ移る。 

１１） ゴールレフェリーは，コート内に立たないことを基本とし，展開に応じて前後左右に移

動する。 

１２） ７mスローの際，コートレフェリーはスローするプレーヤーの利き腕側に立つ。 

１３） ＣＰ７名の状況で、ＧＫとＣＰの交代の妨げにならないような位置取りを。 

〇 判定の手順、ジェスチャー 

１４） 判定の手順を守る。 

①笛  ②方向指示〔再開方法〕  ③(必要に応じ)ジェスチャー 

１５） 正しいジェスチャーを用い，余計なレフェリーのアクションやコミカルな動作は慎む。 

〇 立ち居振る舞い 

１６） ２人のレフェリーは，同じ種類の笛を使用する。長い時間，笛を口に入れたままになら

ないよう気を付ける。笛を口に入れたままで,プレーを観察することがないように。 

１７） コート上で腕組み，両手を腰に当てる，ポケットに手を入れる，休めの姿勢など論外。  

１８） 警告・退場・７m スローを判定したときには,その理由は何かを皆にわかるように大きく

１回ジェスチャーする。 

〇 役割分担 

１９） コートレフェリーは，７mスローを判定しない。 

２０） コートレフェリーは，ゴールエリアへの侵入（ラインクロス）を判定しない。 

２１） 領域分担を明確にし、ペアのレフェリーの近くで起こっているプレーに対して，遠い位

置から判定をしない。 

〇 競技規則の正しい運用 

２２） 警告には，原則としてタイムアウトは必要ない。 

２３） 退場を判定するときは， ①タイムアウト   ②ジェスチャー14  

２４） 指し違えたときは，必ずタイムアウトを取り２人で協議する。 

＜試合終了後＞ 

２５） 公式記録用紙に正しく記入されているかどうか確認する。 
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＜ B級公認審判員チェックリスト ＞ 
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Ｃ級公認審判員の目標 

Ｃ級審判員は，公式試合（ブロック大会レベル）への参加資格が与えられる。ブロック大会は、

各都道府県の代表チームの対戦であり、また全国大会の予選会である場合がほとんである。  

そのような公式試合を担当するためには、競技規則に則って試合を運営すること、および試合を

運営するための基本となる技術を十分理解し、実践することが求められる。  

また、競技規則の理解においては、競技規則試験において８割以上の正答率（Ｂ級審判員認定に

必要）が求められる。 

以下にＣ級審判員が十分理解し、実践すべき事項について記載する。 

 

＜大会への参加＞ 

１） 審判会議、代表者会議に出席し、その大会における申し合わせ事項などの共通認識を図

る。  

出席にあたっては、ブレザー・ネクタイを着用する（本協会制定のものを推奨する）。 

２） 大会審判員としての自覚を持つこと。所属都道府県の応援をしたり、他のレフェリーの

批判をしたりするのは慎む。観衆、チーム関係者に見られていることを忘れない。  

 

＜試合開始前＞ 

３） トスには指定された時間に両レフェリー、ＴＤが立ち会う。メンバー表、登録証の確認

を確実に行う。また、試合開始直前に公式記録用紙に正しく記載されているかどうか確

認する。 

４） ユニホームの確認をＴＤと共にする。判別し難いものは着用させない。チーム役員の服

の色についても助言する。レフェリーウエアも判別し難い色は着用しない。 

５） ウォーミングアップを選手と共にペアで行う。 

６） ゴール、コートやボールの点検を行う。 

７） オフィシャル席と業務の確認を行うこと（得点、罰則、時間の管理について）。 

 

＜試合開始時＞ 

８） メンバーチェックを登録証とともに確認する。  

９） 選手入場・挨拶の後、両チーム役員やオフィシャルと挨拶をする。  
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＜試合中＞ 

〇 得点の管理、時間の管理 

１０） 得点の管理は掲示板が正しく表記されているかどうか得点のたびに厳密に行う。着地シ

ュート等紛らわしい場合、得点が誤って追加されていないか確認する。  

また、時間の管理は試合開始時、タイムアウト時、再開時にどちらか一方のレフェリー

が公示時計を必ず目視し動作確認をする。 

〇 走法と位置取り 

１１） ＣＲとＧＲの基本的な立ち位置や動きを意識する。 

ＣＲは判定の後にポイントに素早く移動する。 

ＧＲへの移動時、バックステップ走法は動きが遅く、非常に危険を伴うため用いない。 

１２） ７mスローの際，コートレフェリーはスローするプレーヤーの利き腕側に立つ。 

〇 判定の手順、ジェスチャー 

１３） 判定の手順を守る。 

①笛  ②方向指示〔再開方法〕  ③(必要に応じ)ジェスチャー 

競技規則に記載されているジェスチャーを用いる。 

〇 立ち居振る舞い 

１４） ２人のレフェリーは，同じ種類の笛を使用する。長い時間，笛を口に入れたままになら

ないよう気を付ける。笛を口に入れたままで,プレーを観察することがないように。 

〇 役割分担 

１５） コートレフェリーは，７mスローを判定しない。 

１６） コートレフェリーは，ゴールエリアへの侵入（ラインクロス）を判定しない。 

〇 競技規則の正しい運用 

１７） 退場を判定するときは，必ずタイムアウトを取る。 

１８） 指し違えたときは，必ずタイムアウトを取り２人で協議する。 

 

＜試合終了後＞ 

１９） 試合終了の挨拶（両チーム役員・オフィシャル）をして、公式記録用紙に正しく記載さ

れているのを確認後サインする。  

２０） 大会審判長や他のレフェリーに助言を求める。審判手帳に記載する。  

審判長に捺印をお願いする。
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＜ C級公認審判員チェックリスト ＞ 
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Ｄ級公認審判員の目標 

Ｄ級審判員は、 公式試合（都道府県大会レベル）への参加資格が与えられる。 公式試合を担当 

するためには、競技規則に従って試合を運営こと、および試合を運営するための基本となる技術を 

理解し、 実践することが求められる  

また、 競技規則の理解においては、競技規則試験において６割以上の正答率（Ｃ級審判員認定に必

要）が求められる。 

以下にＤ級審判員が公認審判員として理解し、実践すべき事項について記載する。 

 

＜試合開始前＞ 

１） 遅くとも、試合開始時刻の１時間前までに会場に到着できるように移動する。 

２） 大会本部に挨拶をし、控室にて更衣をするなど準備をする。 

３） トスには指定された時間に両レフェリー、ＴＤが立ち会う。メンバー表、登録証の確認

を確実に行う。また、試合開始直前に公式記録用紙に正しく記載されているかどうか確

認する。 

４） ユニホームの確認をＴＤと共にする。判別し難いものは着用させない。チーム役員の服

の色についても助言する。レフェリーウエアも判別し難い色は着用しない。 

５） ウォーミングアップを選手と共にペアで行う。 

６） ゴール、コートやボールの点検を行う。 

７） オフィシャル席と業務の確認を行うこと（得点、罰則、時間の管理について）。 

 

＜試合開始時＞ 

８） メンバーチェックを登録証とともに確認する。  

９） 選手入場・挨拶の後、両チーム役員やオフィシャルと挨拶をする。  
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＜試合中＞ 

〇 得点の管理、時間の管理 

１０） 得点の管理は掲示板が正しく表記されているかどうか得点のたびに厳密に行う。着地シ

ュート等紛らわしい場合、得点が誤って追加されていないか確認する。  

また、時間の管理は試合開始時、タイムアウト時、再開時にどちらか一方のレフェリー

が公示時計を必ず目視し動作確認をする。 

〇 走法と位置取り 

１１） ＣＲとＧＲの基本的な立ち位置や動きを意識する。 

ＣＲは判定の後にポイントに素早く移動する。 

ＧＲへの移動時、バックステップ走法は動きが遅く、非常に危険を伴うため用いない。 

１２） ７mスローの際，コートレフェリーはスローするプレーヤーの利き腕側に立つ。 

〇 判定の手順、ジェスチャー 

１３） 判定の手順を守る。 

①笛  ②方向指示〔再開方法〕  ③(必要に応じ)ジェスチャー 

競技規則に記載されているジェスチャーを用いる。 

〇 立ち居振る舞い 

１４） ２人のレフェリーは，同じ種類の笛を使用する。長い時間，笛を口に入れたままになら

ないよう気を付ける。笛を口に入れたままで,プレーを観察することがないように。 

〇 役割分担 

１５） コートレフェリーは，７mスローを判定しない。 

１６） コートレフェリーは，ゴールエリアへの侵入（ラインクロス）を判定しない。 

〇 競技規則の正しい運用 

１７） 退場を判定するときは，必ずタイムアウトを取る。 

１８） 指し違えたときは，必ずタイムアウトを取り２人で協議する。 

 

＜試合終了後＞ 

１９） 試合終了の挨拶（両チーム役員・オフィシャル）をして、公式記録用紙に正しく記載さ

れているのを確認後サインする。  

２０） 大会審判長や他のレフェリーに助言を求める。審判手帳に記載する。  

審判長に捺印をお願いする。 
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＜ D級公認審判員チェックリスト ＞ 
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1. 人間性 ： 礼儀や態度（競技規則筆記試験の結果も真面目かどうかを反映） 

レフェリーにおけるグループ、仲間、チームとは？ 

 

2. 技 術 ： レフェリーの仕事の目的は？ 

① 首尾一貫性：最初の５分間とは？ 

・ 競技開始の直後でも、即座に２分間退場・レッドカードを出せる準備 

・ プレー（特に相手に対する動作）に対して、明確な基準を知らせる 

② 笛の音色：プレーヤーや観衆にとって重要 

・ スピーディーなハンドボールを演出するために判定のジェスチャーより大切 

・ 強弱長短を使って表現 

③ プレー評価：特にナイスディフェンスにより惹起されたオフェンスのミス 

・ Not a policeman! Don’t look for fouls! ルールは何のために必要か？ 

・ 正しいハンドボールを指導する監督の考えと大差ないはず 

④ 段階的罰則：相手に対する動作とスポーツマンシップに反する行為 

・ 危険行為を排除。予防的な選手やチーム役員とのコミュニケーション。 

・ 真の教育的配慮とは？ 

・ 競技の本質を根底から覆すような行為（シミュレーション、目隠し…）を排除 

⑤ 立ち居振る舞いと任務分担：審査会の急造ペアでも常識的な範囲で対応を 

・ セット攻撃時の姿勢と観察位置 

・ 速攻（リスタート、ターンオーバー）時の走路・走法と観察位置→特に重要！ 

・ 正しいジェスチャー（オリジナリティは不要） 

・ 任務分担の考え方（ボールの有無） 

⑥ ミス：基準ではない（ミスはあくまでミス） 

・ Small Potatoes と Big Potatoes 

・ 大きなミスをしないためのゲームコンディション 

 

3. 体 力 ： 日頃のトレーニングの成果を！ 仲間意識をもって励まし合いながら！ 

 

【上達のために】 審査結果の如何にかかわらず 

 

審判員の倫理綱領（レフェリーハンドブック）に従えば自ずと道標は …

【評価のポイント】  心技体を総合評価 

（平成 29年度より B級審査においても体力試験を実施する） 
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審判員の倫理綱領 

 

 

レフェリングは、競技中の判定はもとより、 

ハンドボール競技の進歩・発展に寄与するものであり、 

レフェリーは責任の重大性を認識し、 

ハンドボール競技への情熱を基に、すべての人に奉仕するものである。 

 

 

 

 

１．レフェリーは生涯学習の精神を持ち、常にハンドボール競技の正しい理解とレフェ

リング技術の習得に努めるとともに、その進歩・発展に尽くす。 

 

２．レフェリーは任務の尊厳と責任を自覚し、教養を深め、人格を磨くよう心掛ける。 

 

３．レフェリーはプレーヤーや監督の人格を尊重し、あたたかい心で接するとともに、

レフェリング内容について理解と信頼を得るように努める。 

 

４．レフェリーは互いに尊敬し、ハンドボール競技関係者と協力してレフェリングに最

善を尽くす。 

 

５．レフェリーはレフェリングの公平性を重んじ、レフェリングを通じてハンドボール

界の発展に尽くすとともに、競技規則・諸規程の遵守および秩序の形成に努める。 

 

６．レフェリーはレフェリング活動にあたって、営利を目的としない。 

 

 

 

（公財）日本ハンドボール協会 審判部 

※ レフェリーハンドブック 2015より 
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（公財）日本ハンドボール協会 競技・審判委員会 

○ 現在国内で使用している「レフェリー評価票」は、ＩＨＦで使用しているものと同様

である。２０１６年２月、香港にて行われたＡＨＦチーフレフェリー・ＴＤセミナー

において、その記入の仕方について、下記の通り具体的に説明がなされた。国内の上

級審判員審査会および、全日本大会審判員評価においても、この評価票を使用し、審

判員へのフィードバックおよび指導に役立てていく。 

１ 「レフェリーの総合評価」 

７段階で評価する。以下にその基準を示す。 

評価項目の（１）～（３）は、審判員としての基本姿勢に関わる大切な項目である。全日本大会

審判員（Ａ級・Ｂ級）評価においては、（１）～（３）の項目において「適切」以上

の評価がつくことが条件となる。また、Ａ級審査においては、（１）～（３） の項目におい

て 「良い」 が２つ以上つくことが条件となる。 

（１） とてもよい・・・・・トップレフェリー、指名レフェリーに求められる 

○ レフェリーの判定ミスがほとんどなく、ゲームに影響を与えていない。 

○ 基準がとても明確で理解しやすい。 

○ ペア間でのバランスがよい。 

○ 素晴らしいゲーム運営がなされており、明らかにレフェリーが受け入れられている。 

（２） 良い・・・・・A級審判員の合格ライン(2017年改訂） 

○ レフェリーの判定ミスが少ししかなく、ゲームに影響を与えていない。 

○ 基準が理解しやすい。 

○ すべての項目において、「不十分」 の評価がつかないこと 

○ （１）～（３） の項目において、「良い」 の評価が２つ以上つくこと 

○ （４）～（９） の項目において、「良い」 の評価が３つ以上つくこと 

○ 適切なゲーム運営がなされており、レフェリーは概ね受け入れられている。 

（３） 概ね良い・・・・・レフェリーコースの合格ライン（2017年改訂） 

○ レフェリーの判定ミスが少しあるが、ゲームに影響を与えていない。 

○ 基準にややぶれがあるが概ね理解しやすい。 

○ レフェリングの「評価項目」（４）～（９）の中で、不十分な項目が１つし

かない。（例：（４）１対１の局面、罰則 等） 

○ 「項目ごとの評価」 （１）～（３） において 「適切」 以上の評価がつく。 

（４） 適切・・・・・全日本大会審判員・Ｂ級審判員の合格ライン 

○ レフェリーの判定ミスは少しあるが、ゲームに影響を与えていない。 

○ 基準にぶれがあるものの、 

○ レフェリングの「評価項目」（４）～（９）の中で、不十分な項目が２つあ

る。（例：（４）１対１の局面、罰則、（７）違反、ステップ 等） 

○ 「項目ごとの評価」 （１）～（３） において 「適切」 以上の評価がつく。 
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（５） ほぼ適切 

○ レフェリーの判定ミスは多いが、試合結果には大きな影響を与えていない。 

（例： 点差の開いた試合 等） 

○ 基準のぶれが大きく、一貫していない。 

○ レフェリングの「評価項目」（４）～（９）の中で、不十分な項目がいくつか

ある。（例： 罰則、ステップ、攻撃側の違反 等） 

○ 「項目ごとの評価」 （１）～（３） において 「適切」 以上の評価がつく。 

（６） やや不十分 

○ レフェリーの判定ミスは多いが、試合結果には大きな影響を与えていない。 

（例： 点差の開いた試合 等） 

○ 基準のぶれが大きく、一貫していない。 

○ レフェリングの「評価項目」（４）～（９）の中で、不十分な項目がいくつ

かある。（例： 罰則、ステップ、攻撃側の違反 等） 

○ 「項目ごとの評価」 （１）～（３） において 「不十分」 の評価がつく。 

（７） 不十分・・・・・初心者、未経験のレフェリー 

○ レフェリーの判定ミスが多い。 

○ 多くの判定ミスが明らかに試合結果に影響を与えている。 

○ 基準のぶれがとても大きい。 

○ レフェリーの勝手な判断が、ゲームに影響を与えている。 

○ レフェリーはゲームを理解していない。 

○ 明らかにレフェリーがゲームをコントロールできていない。 

２ 「項目ごとの評価」 ４段階 

（１） とても良い 

○ 申し分がなく、判定ミスがほとんどない。 

（２） 良い 

○ 概ね満足できる、基準のぶれが少なく、チームにも受けいれられている。 

（３） 適切 

○ 判定ミスがあり、改善は必要であるが、基準のぶれは少なく、チームにも受け入れら

れている。 

（４） 不十分 

○ 判定ミスも多く、基準が受け入れられない。 改善を要する。 
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３ 「コメント」 

◆ 別紙 「レフェリー評価に関する着眼点」 を参考に、レフェリーに対して今後改善を要

する点について具体的に記載する。 

◆ 上級審査会においては、審査に合格・不合格した理由について具体的な記載があると

よい。レフェリーにとって今後何を努力していくべきなのか明確にし、指導・お

よび評価の一体化を図る。 

◆ 評価票裏面については、審査の際メモとして使用する程度で活用し、必要に応じ

て指導に役立てる。 

例） 

 

４  「ゲームの難易度」 

○ 試合全体を客観的に観察して、難易度がどうであったかをチェックする。 

○ 「とても難しい」「難しい」「やや難しい」についてはその理由としてあてはま

る項目をチェックする（複数可）。 

○ 「レフェリーがゲームの流れを作った」は意図的な介入があったと疑われる場合

にチェックする。 
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朱書：2019改訂 

項           目 着     眼    点 

(1)ゲーム管理 レフェリーとしての要素・全体的印象 試合に関する的確な態度であるか。タイミングが遅れた

介入でゲームを見失ってはいないか。 

振る舞い・選手・役員とのコミュニケーシ

ョン 

不自然な，不安定な態度ではないか。集中力を欠いてい

るような仕草が見えないか。チーム役員・プレーヤー・

オフィシャルに対し、基準を明確に伝えるようボディー

ランゲージや口頭による説明ができているか。ベンチ管

理(交代プレーヤー・チーム役員)。 

チームとの関係・平等であるか 試合に関する感情。公平な態度であるか。一方のチーム

役員やプレーヤーと接触していないか。弁解や妥協しが

ちではないか。ヤジとか批判に簡単に影響されていない

か。 

(2)連 携 チームワーク(オフィシャルを含めて) 誰が見ても分かるように，パートナー・オフィシャルと

の協力ができているか。 

ペアで均一な判定 １人のレフェリーが支配したり，されたりしていない

か。 

領域分担 パートナーの責任範囲を侵していないか。侵しているこ

とに気づいているか。 

(3)ゲームの理解 レベル・カテゴリーに応じた基準 プレーヤーの発達段階を考慮し，ゲームの流れを理解し

ているか。ゲームの流れに反した判定をしていないか。 

アドバンテージ・不必要な笛 

発展性のないプレーの見極め 

笛のタイミング 

明らかな得点チャンスでのアドバンテージを見ている

か。アドバンテージ後の罰則を与えているか。ルール違

反のアドバンテージを与えていないか。不要な笛でプレ

ーを止めていないか。発展性のないプレーの見極めと，

笛のタイミングは適切か。 

(4)1対 1の局面 罰 則 

８：４にある即座に２分間退場への準備 

許容範囲のタフなプレーとアンフェアなプレーの区別が

できているか。ルール８(違反・スポーツマンシップに反

する行為)に一致しない罰則を与えていないか。 

チームに基準が理解されているか 罰則が良いバランスで判定されているか。 

ハリウッドアクションの見極め ハリウッドアクションを見抜き，予防的な処置を含め

た，適切な処置ができているか。 

(5)攻撃側の違反 ボールを持ったプレーヤーの違反 違反を見逃していないか，探していないか。正しい防御

活動を認めているか。また，明確なボディーランゲージ

でプレーヤーへ基準を知らせているか。 
ボールを持たないプレーヤーの違反 

正しいブロック/不正なブロック 

(6)７mスロー 明らかな得点チャンスの見極め 適切に７mスローを与えているか。明らかな得点チャン

スではないのにもかかわらず７mスローを与えていない

か。 
ゴールエリアへの侵入と影響の見極め 

ボールを所持していない明らかなチャンス 

(7)違 反 ステップ・ダブルドリブル・オーバータイ

ム・明らかな着地シュート 

正しく判定しているか。明らかな得点チャンスを妨害さ

れ着地してシュートした場合は，７ｍスローに戻してい

るか。 足を使った違反 

フリースロー・スローオフなど 各種スローが正しく実施されているか。３mの距離を観

察できているか。修正後の処置は適切か。 

(8)時間の管理 パッシブプレー予告合図のタイミング 予告合図のタイミングは適切か。 

パッシブプレーの判定 違反の判定のタイミングは適切か。 

的確なタイムアウト・不要な中断をしない ルールに則って両チームに平等に与えているか。与え過

ぎていないか。遅過ぎないか。 

(9)動 き 

位置取り 

ジェスチャー 

動きと位置取り・笛をどこで吹くか ２人の死角はないか(プレーヤー・ボールから目を離して

いないか)。サイドチェンジは適切か。 

明確なジェスチャー・笛の音 ルールブックにないジェスチャー，はっきりしないジェ

スチャーを用いていないか。最初に方向指示をしている

か。笛の音は適切か(弱すぎる・大き過ぎる・挑発的な

ど)。 

体力・走力 レフェリングをするにあたり十分な体力・走力を有して

いるか。 
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り それぞれのテーマに沿って、みんなで話し合ってみましょう ま 
 

 

テーマ ：                                 12 
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【2019 年度 審判員の目標】 
 

（公財）日本ハンドボール協会 審判委員会 

指導委員会 

１ 『審判員の心得 １０箇条』 

① リーダーシップ 

② 誠実さ 

③ ルールに関する知識 

④ 冷静さ 

⑤ 正しい判断 

⑥ 身体上の適正 

⑦ ユーモアのセンス 

⑧ 勇気 

⑨ 協調性 

⑩ 仲間意識 

２ 『コンタクトプレーを正しく見極める』 

ハードプレーとラフプレーの見極め （競技規則 8：1 ～ 8：3） 

競技規則第８条「相手に対する動作」は攻撃側、防御側の双方に適用する。レフェリーは、身体

接触の際、両者の位置関係（先に位置をとっていたのはどちらのプレーヤーなのか）と、違反があ

った場合は、その違反を受けたプレーヤーへの影響を正しく見極めなければならない。 

① 防御側プレーヤーが、不利な位置（横や後ろからボールを対象とせず）から攻撃側のプレーヤ

ーに接触を試みたならば、競技規則８の２、８の３の判断基準をもとにラフプレーとして判断

する。 

② 競技規則８の３（ｄ）の「違反行為の影響」を見極める。違反を受けたプレーヤーがボディー

コントロールを失っていないかどうか、すぐに帰陣できないほどの影響があるかを見極める。

もしも、違反を受けたプレーヤーがボディーコントロールを失うことなくプレーをしたなら

ば、スピーディーなゲーム展開となるよう、アドバンテージを適用して安易に競技を中断して

はらない。また、違反を受けたプレーヤーへの影響を見極めて、罰則を適用するかどうかの判

断をする。 

＜ 研究課題 ＞  

◆ モダンハンドボールの適用については、各連盟、カテゴリーの実態に応じて検討する。 

◆ スピーディーなゲーム展開となるよう競技規則を適切に運用する。 

◆ コーチ、プレーヤーとのコミュニケーションの取り方。ボディーランゲージ（Body Language）

や口頭説明を用いて、プレーヤーとコンタクトを取り、基準を示す。 

◆ ゴールレフェリーが、ゴールエリアライン付近の攻防をきちんと管理する。 
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2016年リオデジャネイロオリンピックゲームの総括 

2016 年 9月 16 日 Ramon Gallego 

（ IHF PRC ） 

2016 年 12月 10日現在 

競技規則研究専門委員会 

はじめに 

 

以下の内容は、リオオリンピックでテクニカルミーティング等で話題にした点である。 

この内容は次からのIHF 大会の基本となる。自国、大陸で活用し、この話題を各国のチームやレ

フェリーに共有することを望んでいる。 

 

 

 

１. 6枚のイエローカードを示す必要はもはやない 

（a） イエローカードの使用は、レフェリーが許容範囲を確立するための「道具」であり、「管

理的に」チームに対して最大数 3枚を使い切ることは良いとは言えない。 

（b） 明らかに即座に 2分間退場を判定すべき場面でイエローカードを示しているレフェリー

がいる。 

２. 後半にイエローカードは使用しない 

前項と関連し、後半にイエローカードを使うことは、その「道具」の使い道としては適切でな

い為、避けるべきである。 

３. ＧＫなしでの攻撃（6人 or 7人）の際のコートレフェリーの位置 

コートレフェリーから反対のコート（のゴールレフェリー）に戻る際、最も良い走路はベンチ

と反対側である。このような位置を取れば、素早い選手交代を妨害することは避けられる。レ

フェリーは、もしも逆の位置を取っている場合には、位置を交代できる機会を流れの中から見

つけなければならない。 

４. ＧＫなしの攻撃を始めたときは、ＴＤがレフェリーに注意を促す 

IHF の TKや IHFオフィシャルが、ヘッドセットを使用し攻撃チームが GKを下げていることに

注意を促すことで、レフェリーがその状況に気付き適切な判定（空のゴールすなわち明らかな

得点のチャンスである）をすることを助けることが出来る。「ゴールキーパーがいない」「ゴー

ルキーパーはコート外」等、短い文章で伝達する。 
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５. プレーヤーがボールを得、自陣の 6m ライン付近からＧＫ不在のゴールにシュートを試みた際の 7m

スローの判定 

競技規則解釈 6(c)に規定されているように、GK不在の状況は、相手チームのプレーヤーがそ

のゴールに直接シュートする機会を得ることができるので、明らかな得点チャンスとして見な

される。以下の 2つの状況が一致した時には、ゴールから距離に関係なく 7m スローとなる。 

① ボールを持ったプレーヤーがゴールに向かってシュートを試みている。 

② 相手プレーヤーが違反によってこのチャンスを妨害する。 

反対に、もしプレーヤーがドリブルをしたり、他のプレーヤーにパスをするなど、GK不在のゴ

ールへのシュートを試みていない場合はＧＫ不在の状況で相手の違反があったとしても 7mス

ローは判定しない。 

６. 罰則を与えるよりも、ジェスチャーやボディーランゲージを用いながら許容範囲を示すこと 

～求められるレフェリーの人間性～ 

許容範囲をチームへうまく伝えていくことが、ただ罰則を与えて示すことよりもはるかに効果

的である。もちろん、選手が許容範囲を超える行為を行えば罰則を与えるべきである。また、

罰則が必要である理由を説明するためにジェスチャーを用いるべきである。許容範囲を的確に

伝えるために、レフェリーには確固とした人間性が必要となる。 

７. 試合開始直後から、IHF審判委員会発行の判断基準をもとにピボットゾーンのコントロールをする 

これは過去の大会においても課題となる点であり、レフェリーがゲームコントロールを的確に

行っていく上での重要な要素の一つである。ピボットプレーヤーを長時間つかみ続けたり、シ

ャツをつかんだり、引き倒すなどの行為は、許されない典型的な行為である。レフェリーが早

く対処すればするほど、このようなディフェンスプレーヤーの違反行為をなくし、うまくゲー

ムがコントロールできる。 

８. ＩＨＦのＴＫ（ＳＫとオフィシャルと連携して）は試合前のウォーミングアップ中に選手の装具を確認し

なければならない 

ルールで許されていない装具を身につけているプレーヤーへの対応により、競技の進行を遅ら

せることがないようにしなければならない。足首や膝、肘のサポーター（固い素材、プラスチ

ック、金属製であれば禁止）、ヘアピン、身体に身に付けるあらゆる金属製のもの、禁止され

た場所への松やに、シャツやサイクリングパンツの袖の長さや色などが含まれる。 

レフェリーも協力するべきであり、もし発見した場合は IHF オフィシャルに通知し、適切に対

処しなければならない。 

９. チームタイムアウトの時間に厳しく 

レフェリーと TD は 1分間のチームタイムアウトが終了した後、すみやかに競技を再開する責

任がある。50秒の合図が知らされたとき、レフェリーと TDは各チームのミーティングを終了

させ、競技を再開するための位置につかせなければならない。 
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１０. 原則として、ベンチの管理は TDの職務である。しかし、直接的な抗議や事象においてはレフェ

リーがチーム役員や交代地域にいるプレーヤーに対し直接罰則を与えることも可能である 

IHF のタイムキーパー、スコアラー、オフィシャルにより、チーム役員または交代地域にいる

選手によるスポーツマンシップに反する行為に対し、罰則を与えるよう依頼された場合、レフ

ェリーはその指示に従わなければならない。 

１１. リザーブのレフェリーペアはその試合における通信機器の管理をする 

リザーブレフェリーの職務に、各試合における全ての通信機器の準備および回収することを含

む（5つの通信機器、2人のレフェリー、1人のオフィシャル、1人のタイムキーパー、1人の

スコアラー）。 

１２. ＜新傾向＞  7m スローを行う選手が、ボールを床にバウンドさせたり、ゆっくりとした動きをし

たり、またはコートの中央に位置を取るなどして、スローを行うことを遅らせる傾向がある 

上記のような新しい傾向の行為は行わせてはならない。また、レフェリーは競技を遅延させな

いよう、スローを行おうとしている選手の行動に注意し、速やかに行わせなければならない。 

また、繰り返し行われる遅延行為に対しては、その選手に対して段階的罰則を適用する。 

１３. コートを拭くためのタイムアウトは可能な限り減らし，できるだけ素早く行わせる 

不当な理由のための時間の浪費を避ける。レフェリーはプレーヤーから床を拭いて欲しいとい

うリクエストを全て受け入れる必要はない。いくつかのケースとして床が濡れた場所が、その

後の競技の進行に直接影響を与えるものではない場合、中断をせず、その後攻撃が変わった後

に拭くことができる。また、プレーヤーが、中断中に自分に有利になるよう、位置を変えたり

呼吸を整える目的でレフェリーにタイムアウト要求することがある。 

１４. 負傷したプレーヤーへの対応 

～ジェスチャー16 を示す前に救助を必要とするかプレーヤーに直接尋ねる～ 

一方のレフェリーが、タイムアウトの後ジェスチャー16（交代地域より 2名の入場許可）を行

うと，負傷したプレーヤーは 3回の攻撃終了を待たなければならない。したがって、プレーヤ

ーのために、すぐに立ち上がり競技を続けることができるかどうか、あるいはコートの外で治

療が必要かどうかを最初に尋ねる。 

負傷が明らかであるならば、この行動は必要ない。 

レフェリーは、タイムアウトの後に、ジェスチャー16 の指示が遅れないように、あるいは、あ

わててゲームを再開させてはならない。このルールの基本精神は、競技の円滑な進行のためで

あり、プレーヤーがレフェリーからの救護の指示があるまで、コート上で長い時間倒れたまま

でいることを許すという意味ではない。 

１５. 怪我をしたプレーヤーや、ケガではないプレーヤーがコート上に倒れていても、速攻やクイックスロ

ーオフを中断させてはならない 

攻撃側や防御側を問わず、プレーヤーがコート上に倒れた状態で、クイックスローオフや速攻

がレフェリーのタイムアウトの判定により中断されてはならない。得点チャンスが消滅するま

でレフェリーはその攻撃を認める。速攻が終了した段階で、まだプレーヤーがコート上に倒れ

た状態であれば、タイムアウトをとり救護を要求することができる。しかし、明らかな得点チ

ャンスの時や明らかなチャンスにつながる可能性がある場面では、タイムアウトを判定しては

ならない。 
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１６. パッシブプレー ～レフェリーは通信機器を用い、パスをカウントする～ 

両レフェリー間でパスのカウントのミスを避けるために、一方のレフェリーが、（コートレフ

ェリーが望ましい）通信機器により、もう一方のレフェリーに聞こえるようにパスの回数をカ

ウントする。 

ペア間でこのカウントの方法が一番重要であるが、レフェリー間で方法を確立すること。 

指を用いて挙げて、パスの数を示す必要はない。 

１７. コート上に引かれた新しいライン 

下の写真のようにキーパーの前にある小さな印は、競技規則内で指定されていない余計なライ

ンである。このラインはゴールの中心を捉えており、明らかにキーパーのポジショニングに有

利となるものである。そのためレフェリーは、その存在に注意を払わなければならない。 

 

１８． キャッチネット 

ゴールのキャッチネットは、束ねておくことはできない（ネットはゴールイン後のボールのリ

バウンドを防ぐものであり、IHF が主催する大会には必須のものである）。 

これは、競技規則内に記載がないものの、ゴールキーパーに対する注意事項である。 

１９． 黒色の笛 

IHF 大会ではレフェリーは、黒色の笛を使用すべきである（カーニバルではない）。 

２０． チーム役員に対する失格の判定 

チーム役員に対する失格において、全てではなくとも、同じ認識を持っていると考えられる。

しかし、新ルールに関するワーキンググループ（IHF New Rules Working Group）は、正式な

見解を通達として出すため、リオとドーハにおいて会議を行った。 

まずここで重要なことは、2016年より施行となった競技規則は、チーム役員に関する条項に関

して変更はしていないということである。2016 年の競技規則は、2010年に施行されたルール

を基本としており、「ブルーカード」という新しい表現方法を追加しただけである。 

競技規則 16の 6c における失格は、プレーヤーの 3 回目の退場に伴う失格（16の 6d）と同様

の失格である。これは通常の失格であるが、8の 6 や 8の 10 のような振る舞いをした場合、報

告書を伴う失格（レッドカードをあげた後にブルーカードをあげる）とすべきである。 

また、チーム役員に対する失格において、8 の 9と 8の 10の違いは重要となる。これは、通

常の失格なのか、あるいは報告書を伴う失格なのかをレフェリーが判定するための判断要素と

なる。 

 

 

ゴールキーパーライン 



参考資料 ３ ～プレゼン資料～ 
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